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広 報　天　　龍（22）平成30年４月25日

　
平
成
30
年
度
の
異
動
に
よ
り
、

次
の
先
生
方
が
村
内
の
小
中
学
校

に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
天
龍
小
学
校
〉

◇
宮
島
　
　
豊
（
校
長
）

◇
上
野
　
雄
登
（
５
年
担
任
）

◇
熊
谷
　
佳
織
（
養
護
）

〈
天
龍
中
学
校
〉

◇
宮
下
　
健
治
（
教
頭
）

◇
若
林
　
隆
俊
（
１
年
副
担
任
）

◇
滝
澤
　
千
晶
（
２
年
担
任
）

◇
池
田
　
志
織
（
２
年
副
担
任
）

◇
森
本
　
美
智
子
（
事
務
）

　
平
成
30
年
度
天
龍
村
消
防
団
役

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◇
団
　
長
　
　
　
　
中
島
　
俊
博

◇
副
団
長
　
　
　
　
大
平
　
崇
史

◇
本
部
長
兼
旗
手
　
山
崎
　
英
琢

◇
機
関
長
　
　
　
　
上
野
　
洋
平

◇
救
護
長
　
　
　
　
濱
島
　
徳
嗣

◇
喇
叭
長
　
　
　
　
渡
久
山
直
樹

◇
第
一
分
団
長
　
　
恩
澤
　
　
知

◇
副
分
団
長
　
　
　
宮
下
　
正
和

◇
　
〃
　
　
　
　
　
松
澤
　
一
生

◇
第
二
分
団
長
　
　
橋
爪
　
　
貴

◇
副
分
団
長
　
　
　
伊
藤
　
祐
介

◇
　
〃
　
　
　
　
　
関
浦
　
康
志

◇
女
性
班
長
　
　
　
花
輪
加
奈
子

◇
副
班
長
　
　
　
　
柿
下
　
麻
衣

◎
退
　
職

　
３
月
31
日
付
け
で
次
の
職
員
が

退
職
と
な
り
ま
し
た
。
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

◇
大
平
　
哲
士
（
会
計
管
理
者
）

※
敬
称
略

　
　
県
の
交
流
職

員
と
し
て
天
龍
村

に
参
り
ま
し
た
、

多
羅
澤
直
樹
と
申
し
ま
す
。

　
出
身
は
千
曲
市
で
、
南
信
で
働

く
の
は
初
め
て
の
経
験
と
な
り
ま

す
。

　
天
龍
村
に
初
め
て
来
て
感
じ
た

こ
と
は
、
自
然
豊
か
で
人
間
味
の

あ
る
暖
か
な
場
所
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
４
月
の
初
め
に
天
龍
村
へ

来
た
と
き
に
は
き
れ
い
な
桜
が
迎

え
て
く
れ
、
村
の
中
を
歩
い
て
い

る
と
、
す
れ
違
う
方
が
挨
拶
を
し

て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
素
敵
な
場

所
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
役
場
で
は
、
天
龍
村
で
抱
え
て

い
る
課
題
に
対
し
、
村
の
皆
様
と

一
丸
と
な
っ
て
解
決
に
向
け
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
人
事
異
動
）

（
人
事
異
動
）

お
世
話
に
な
り
ま
す

多
羅
澤
直
樹

平
成
30
年
度

交
流
職
員
あ
い
さ
つ

みんな、
　元気に
遊ぼうね!

県が長期的な視野をもって、おもてなしの向上に真摯に取り組む企業・団体、個人を表彰する第５回「信州おも
てなし大賞」に本校の特色ある活動である「梅花PROJECT」が大賞に次ぐ特別奨励賞に選ばれ、３月20日㈫に長
野市で開かれた表彰式に全校生徒で出席しました。

梅花PROJECTリーダーを務めた３年生の後藤信之介君が代表で賞状と楯を受け取り、式後には阿部知事や他
の受賞団体の方々と記念撮影を行いました。県知事から声をかけられ、緊張気味の生徒も見られました。受賞の
様子が当日テレビニュースで放映され、村民や村外の方からお祝いの言葉が学校に寄せられました。『平成22年
度から始まって８年目の活動ですが、先輩たちの取り組みや功績なくして今回の受賞はありえません。賞状や盾
を広く村民の皆様にもご覧いただきたいと思います。今回の受賞をしっかり受け止め、誇りを持って継続してい
きたいです。』 （学校長）

ハンガー
プロジェクト

県知事へ　
　プレゼン

県知事表彰特別奨励賞受賞

第５回信州
おもてなし

大賞

３月23日㈮、天龍中学校２年生５名が立ち上げた企画「手作りハンガーを世界のアスリートに届けよう」の実
現に向け県庁を訪れ県知事に協力をお願いしました。

５名は、持参したハンガーを知事や原山教育長へプレゼントした後、この企画は東京五輪・パラリンピックの
関連施設に天龍村の木材が使われることをきっかけとして、自分たちが住む天龍村をもっとたくさんの人に
知ってもらいたいという思いを伝えました。『みなさんの思いが実現できるよう、いろいろなところにお願いを
していきたいと思います。自分たちの暮らしている天龍村のために、それぞれみんなのできることを、できると
ころで、しっかりやってもらいたいです。』と阿部知事からお話いただきました。

　４月４日㈬、新しいお友達３名を迎え、全園児17名で元気よく新年度がスタートしました。よく食べ、よく寝て、
よく遊び心も身体も大きくなります。村民の皆様には昨年度同様お世話になりますが、よろしくお願いします。

４月５日㈭、天龍小学校および中学校の入学式が行われました。本年度、小学校は男子１名、女子３名の計４名
が入学しました。新一年生は名前を呼ばれると、皆大きな声で元気よく「はい！」と返事をして、小学生として
の第一歩を踏み出しました。中学校は男子３名、女子３名の計６名が入学しました。小学校で培った自信を胸に
一人ひとり力強く抱負を述べました。
　また今年度から、村では天龍小学校・中学校へ入学した児童生徒の健やかな育成と明るい家庭づくり支援を目
的に入学祝い金支給事業として、村内の事業所・商店で使用できる商品券を贈呈しました。本年度も子ども達の
健やかな成長を願うとともに、今後とも、村の教育行政への変わらぬご理解・ご協力をよろしくお願いします。



　
内
容
は
、
平
成
30
年
度
の
議
会

事
業
計
画
を
定
め
た
も
の
で
す
。

○
主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止
に
際

し
、
公
共
財
と
し
て
の
日
本
の

種
子
を
保
全
す
る
新
た
な
法
整

備
と
積
極
的
な
施
策
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
書

　
審
議
の
結
果
、
可
決
さ
れ
、
関

係
大
臣
及
び
議
長
へ
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）（
専
決

第
15
号
）

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
営
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

（
専
決
第
16
号
）

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
営
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
営
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
一
般
会
計

予
算

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
国
民
健
康

広 報　天　　龍（２）平成30年４月25日（21）広 報　天　　龍 平成30年４月25日

「
承
認
さ
れ
た
案
件
」

「
承
認
さ
れ
た
案
件
」

「
同
意
さ
れ
た
案
件
」

「
同
意
さ
れ
た
案
件
」

「
可
決
さ
れ
た
案
件
」

「
可
決
さ
れ
た
案
件
」

第❶回
議会だより

定
例
議
会

定
例
議
会

「
一
　般
　質
　問
」

「
一
　般
　質
　問
」

「
請 

　
　願 

」

「
請

　
　

 

願 

」

「
予

　
　

 

算 

」

「
予

　
　

 

算 

」

　
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
８
日

㈭
に
開
会
し
、
20
日
㈫
ま
で
の
13

日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
左
記
の

議
案
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
長
及
び
副
村
長
の
給
料

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
（
専
決
第
14
号
）

　
内
容
は
、
福
祉
医
療
に
対
す
る

職
員
の
不
適
切
な
事
務
処
理
が
発

覚
し
、
障
害
者
医
療
費
の
未
支
給

が
、
本
年
度
に
明
ら
か
と
な
っ
た

た
め
、
監
督
責
任
と
し
て
、
村
長

及
び
副
村
長
の
１
月
分
の
給
料
を

10
％
減
額
す
る
条
例
の
制
定
で
す
。

○
天
龍
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
（
３

名
・
任
期
３
年
）
の
内
、
平
成
30

年
３
月
31
日
に
任
期
満
了
と
な
る

伊
藤
文
博
氏
（
大
河
内
区
）
に
つ

い
て
、
再
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

○
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
村
長
、
副
村
長
及
び

教
育
長
の
給
料
月
額
に
つ
い
て
、

現
行
の
条
例
額
を
引
き
下
げ
、
本

則
の
条
例
と
し
て
改
正
し
た
も
の

で
す
。

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
長
野
県
の
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
に
あ
わ
せ
、
教
育
委

員
な
ど
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
額

を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
使
用
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
福
島
教
員
住
宅
及
び

向
方
教
員
住
宅
の
各
一
戸
を
廃
止

す
る
こ
と
に
よ
り
、
条
文
か
ら
削

除
す
る
改
正
を
し
た
も
の
で
す
。

○
村
営
バ
ス
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
村
営
バ
ス
の
運
行
区

間
を
平
岡
郵
便
局
ま
で
延
長
す
る

こ
と
に
伴
い
、
必
要
な
条
文
を
改

正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
平
成
32
年
度
ま
で
の

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、
介
護
給

付
費
の
動
向
や
人
口
推
計
な
ど
を

基
に
算
出
し
、
必
要
な
条
文
の
改

正
を
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
法
律
の
改
正
に
準
じ
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
徴
収

に
つ
い
て
、
必
要
な
条
文
の
改
正

を
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
従
事
者
及
び
運
営
の

基
準
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
県
で
行
っ
て
い
た
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
の
指
定
事
務

が
村
に
移
管
さ
れ
る
た
め
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
の
従
事
者
や
運

営
基
準
な
ど
、
必
要
な
事
項
の
条

例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
ラ
ジ
オ
難
聴
対
策
整

備
事
業
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
事
業
な
ど
の
追
加
及
び
そ
の

他
事
業
の
内
容
変
更
を
し
た
も
の

で
す
。

○
向
方
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計

画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
村
道
笠
井
島
線
な
ど

の
改
良
・
舗
装
事
業
の
追
加
及
び

村
道
明
ヶ
島
線
な
ど
の
改
良
事
業

費
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
新
た
に
村
道
戸
口
集

会
所
線
と
、
村
道
原
権
現
堂
線
の

２
路
線
を
認
定
し
た
も
の
で
す
。

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
議
会
事
業

計
画
に
つ
い
て

保
険
特
別
会
計
予
算

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
営
水
道
特

別
会
計
予
算

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
営
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
特
別
会
計
予
算

○
大
平
正
長
議
員

一
、平
成
30
年
度
に
お
け
る
国
道
・

県
道
の
改
良
整
備
促
進
に
係
る

要
望
活
動
等
に
つ
い
て

二
、
村
道
峠
山
線
の
地
滑
り
箇
所

に
係
る
道
路
の
一
部
付
け
替
え

に
つ
い
て

三
、
農
林
業
公
社
の
営
業
体
制
を

強
化
す
る
た
め
の
職
員
派
遣
等

人
的
支
援
に
係
る
計
画
に
つ
い

て
四
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定
し
た

住
民
避
難
訓
練
の
実
施
計
画
等

に
つ
い
て

五
、
人
口
減
少
等
の
諸
課
題
に
対

応
す
る
た
め
の
各
種
検
討
委
員

会
に
お
け
る
平
成
29
年
度
の
協

議
等
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
取

り
組
み
方
に
つ
い
て

○
後
藤
知
久
議
員

一
、
農
林
業
を
含
め
た
産
業
の
振

興
に
つ
い
て

二
、
災
害
発
生
時
に
計
画
さ
れ
て

い
る
指
定
避
難
場
所
に
つ
い
て

～支えよう　皆の生活　税金で～

市
町
村
森
林
整
備
計
画
と
は
、

県
が
定
め
る
「
地
域
森
林
計
画
」

の
対
象
と
な
る
民
有
林
が
所
在
す

る
市
町
村
が
、
５
年
ご
と
に
作
成

す
る
10
年
を
一
期
と
す
る
計
画
で

あ
り
、
地
域
に
お
け
る
森
林
・
林

業
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
森
林
整
備

の
基
本
的
な
考
え
方
や
、
適
切
な

森
林
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
林

業
施
行
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る

も
の
で
す
。

計
画
期
間

【
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
40
年
３
月
31
ま
で
の

10
年
間
】

前
期
計
画
（
平
成
20
年
〜
30
年
）

と
の
主
な
変
更
点

○
公
益
的
機
能
別
施
行
森
林
の
区

域
に
お
け
る
施
行
方
法
に
つ
い
て
、

今
年
度
に
モ
デ
ル
事
業
を
導
入

し
、長
期
計
画
で
更
新
伐
採
を
行

う
森
林
を
、森
林
水
源
涵
養
か
ら

木
材
生
産
へ
差
し
替
え
ま
し
た
。

○
そ
の
他
森
林
の
整
備
に
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
、
全
て
の
村
有
林

が
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
森
林
認
証
を
取
得

し
た
こ
と
の
記
述
と
、Ｃ
Ｏ
Ｃ
認

証
を
取
得
し
て
い
る
地
域
の
森

林
組
合
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
の

記
述
を
追
加
し
ま
し
た
。

天
龍
村
森
林
整
備

計
画
を
新
た
に
策
定

平
成
29
年
度
南
信
州

元
気
な
森
林
づ
く
り
賞
受
賞

森
林
林
業
の
部

下
伊
那
山
林
協
会
長
賞

遠
山
　
善
治
さ
ん

飯
伊
連
合
猟
友
会
長
賞

天
龍
小
学
校
み
ど
り
の
少
年
団

２
月
23
日
㈮
に
飯
田
合
同
庁
舎

で
授
賞
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
社
会
全
体
の
共
通
財

産
で
あ
る
森
林
を
健
全
な
形
で
次

の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を

目
指
し
、
そ
の
振
興
に
貢
献
の
あ
っ

た
者
に
受
賞
さ
れ
る
賞
で
す
。

天
龍
村
公
共
施
設
等
の

あ
り
方
検
討
委
員
会

　
　
　
　
　
　「
報
告
」

天
龍
村
地
域

　
　
ケ
ア
会
議

長
い
歴
史
の
あ
る
遊
休
施
設
の

利
活
用
、
既
存
施
設
の
統
廃
合
、

土
地
の
賃
貸
借
契
約
の
状
況
に
つ

い
て
、
見
直
し
を
含
め
公
共
施
設

等
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
庁
内
組

織
と
し
て
、
昨
年
末
に
天
龍
村
公

共
施
設
等
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
に
委
員
会
を
２
回
開

催
、
和
知
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
旧
阿

南
部
品
工
場
、
旧
福
島
小
学
校
、

栄
町
公
共
用
地
に
つ
い
て
検
討
中

で
す
。

検
討
課
題
と
し
て
、
河
川
法
、

耐
震
対
策
、
費
用
対
効
果
等
々
が

あ
り
ま
す
が
、
一
定
の
方
向
性
を

委
員
会
で
ま
と
め
て
、
順
次
、
村

長
へ
報
告
す
る
予
定
で
す
。

今
後
見
込
ま
れ
る
高
齢
者
の
増

加
に
関
し
て
、
介
護
予
防
や
生
き

が
い
支
援
活
動
の
検
討
や
、
認
知

症
対
策
や
在
宅
で
の
介
護
・
医
療

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
体
制
づ

く
り
、
施
設
や
在
宅
に
お
け
る

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
と
充
実
を
図

る
な
ど
、
高
齢
者
生
活
の
包
括
的

支
援
を
検
討
す
る
た
め
の
会
議
を

昨
年
４
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

組
織
構
成
は
、
村
、
診
療
所
、

訪
問
看
護
・
介
護
、
老
人
ホ
ー
ム
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
事
業
者
、
保
健

師
、
民
生
委
員
会
長
等
に
参
加
し

て
頂
き
、
５
部
門
に
分
け
て
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

「
在
宅
移
行
部
会
」
…
入
院
病
床

の
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の
地

域
内
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ

い
て

「
地
域
包
括
支
援
部
会
」
…
村
全

体
が
高
齢
者
の
支
援
に
参
加
す

る
地
域
形
成
に
向
け
た
活
動
を

進
め
る

「
介
護
予
防
部
会
」
…
高
齢
者
が

元
気
に
今
の
生
活
を
続
け
る
た

め
の
活
動
等
に
つ
い
て

「
施
設
サ
ー
ビ
ス
部
会
」
…
天
龍

村
内
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
、

新
規
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
、
人
材

確
保
等
の
対
応
に
つ
い
て

「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
部
会
」
…
天
龍

村
内
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
、

新
規
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
、
人
材

確
保
等
の
対
応
に
つ
い
て

天
龍
小
学
校
体
育
館
と

村
民
体
育
館
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
『
報
告
』

天
龍
小
学
校
体
育
館
と
村
民
体

育
館
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
は
、

平
成
28
年
８
月
２
日
㈫
に
第
１
回

目
が
行
わ
れ
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

社
会
教
育
委
員
会
等
の
各
団
体
に

意
見
を
聴
取
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
多
種
多
様
な
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら

を
ま
と
め
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た

た
め
、
児
童
生
徒
数
が
減
少
し
て

い
く
中
で
、
将
来
の
教
育
を
見
据

え
、「
体
育
館
の
あ
り
方
」「
方
向

性
」
の
教
育
委
員
会
と
し
て
の
素

案
を
作
成
し
ま
し
た
。

２
月
23
日
㈮
に
は
第
２
回
目
と

な
る
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
教

育
委
員
会
の
作
成
し
た
素
案
に
つ

い
て
、ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
委
員
の
皆
さ
ん
に
は

各
団
体
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
、

団
体
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め
て

教
育
委
員
会
へ
提
出
す
る
こ
と
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
意
見
を

基
に
さ
ら
な
る
検
討
を
行
い
、
７

月
末
ま
で
に
村
長
へ
報
告
書
を
提

出
す
る
こ
と
と
な
る
予
定
で
す
。

子
ど
も
達
や
地
域
に
と
っ
て
、

よ
り
よ
い
方
向
性
が
見
出
せ
る
よ

う
、
引
き
続
き
検
討
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。



広 報　天　　龍（20）平成30年４月25日（３）広 報　天　　龍 平成30年４月25日

平成29年度　補　正　予　算

計

19億888万円

20億7,592万円

1億9,919万円

7,865万円

7,934万円

5,219万円

2億8,529万円

補正額

323万円

1億6,704万円

55万円

205万円

69万円

△3万円

920万円

会    計    名

一　　　　　般（第７号）専決

一　　　　　般（第８号）　　

国民健康保険　（第３号）　　

村　営　水　道（第５号）専決

村　営　水　道（第６号）　　

村営下水道事業（第３号）　　

介　護　保　険（第４号）　　

補正前の額

19億565万円

19億888万円

1億9,864万円

7,660万円

7,865万円

5,222万円

2億7,609万円

平
成
30
年
度
か
ら
の
村
長
及
び
副
村

長
、
教
育
長
の
給
与
月
額
、
議
会
議
員

の
報
酬
月
額
に
つ
い
て
は
、
条
例
の
特

例
で
規
定
す
る
削
減
措
置
を
撤
廃
す
る

と
共
に
、
現
行
の
条
例
額
を
引
き
下
げ

新
た
に
条
例
で
規
定
す
る
額
を
定
め
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

村
長
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
削
減
額

を
据
え
置
き
新
た
な
条
例
額
に
、副
村
長
、

教
育
長
に
つ
い
て
は
、
約
１
％
緩
和
後

の
額
を
条
例
額
に
置
き
換
え
、
議
会
議

員
に
つ
い
て
は
、
約
１
％
緩
和
し
現
行

の
条
例
額
に
戻
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

１
月
30
日
㈫
に
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
が
行
わ
れ
、
２
月
15
日
㈭
に
、
村
長

に
対
し
「
こ
こ
数
年
、
借
金
返
済
の
重

さ
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率
の
改
善
に

よ
る
財
政
の
健
全
化
や
、社
会
経
済
情
勢
、

ま
た
近
隣
町
村
と
の
均
衡
を
鑑
み
る
中

で
、
新
た
な
条
例
額
に
す
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
。」
と
の
答
申
が
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
答
申
結
果
を
尊
重
し
、
議
会
の

慎
重
審
議
の
結
果
、
次
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

村
民
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

村特別職給料及び村議会議員報酬

○村三役特別職給料月額
村長600,000円（前年度比増減なし）
副村長520,000円（前年度比2,000円増）
教育長460,000円（前年度比3,000円増）
○村議会議員報酬月額
議　長：231,000円（前年度比3,000円増）
副議長：159,000円
常任委員長：149,000円
議　員：140,000円
（副議長以下、前年度比2,000円増）

村
特
別
職
給
料
月
額
及
び
村
議
会
議
員
報
酬
月
額
に
つ
い
て

　前年度より試験運行していた平岡駅か
ら平岡郵便局までの区間について、住民
の皆様からの意見等を踏まえ、平成30年
４月１日㈰から正式運行することとなり
ました。上記の区間は、一律20円（中学
生以下及び70歳以上の方は10円）でご利用いただけます。
　なお、おきよめの湯をご利用いただいた場合、片道分の運賃
は無料となります。村営バスは地域の足として、正月を除き毎
日運行しております。この機会にぜひ村営バスをご利用くださ
い。

平岡郵便局

平　岡　本　町

（村営バス神原線）

【神原方面】

（路線バス・乗合タクシー平岡線）
【和田方面】

診療所前

長野町（仲間接骨院前）

平　　　岡　　　駅

村
営
バ
ス
が

平
岡
郵
便
局
ま
で

正
式
運
行
し
ま
す
!!

延
長
区
間
の
停
留
所

○
今
村
久
雄
議
員

一
、
農
林
業
公
社
に
つ
い
て

二
、
村
民
に
よ
る
村
民
の
た
め
の

葬
儀
場
の
必
要
性
を
問
う

○
村
松
克
一
議
員

一
、
定
住
促
進
住
宅
に
つ
い
て

二
、
村
内
空
き
３
施
設（
旧
福
島

小
･
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス
お
き

よ
め
・
旧
阿
南
部
品
）に
つ
い
て

三
、
連
携
に
つ
い
て

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
、
天
龍
村
の
教
育
に
つ
い
て

二
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
集
落

支
援
員
に
つ
い
て

お問合せ先： 総務課 企画財政係☎32－2001

～税金は　輝く未来を　つくるため～ ～ 消費税　納めて自分の　未来のために ～

昨
年
の
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
「
買
物
弱
者
対
策
検
討
委

員
会
」
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
検

討
経
過
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

昨
年
度
は
会
議
を
４
回
開
催
、

３
箇
所
の
買
物
弱
者
対
策
事
例
を

視
察
し
、
村
の
実
情
に
合
っ
た
買

物
弱
者
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
ま
し
た
。

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
今
後
、

自
分
の
力
で
買
物
に
行
く
こ
と
が

難
し
く
な
る
方
が
増
え
て
い
く
こ

と
、
村
内
で
移
動
販
売
を
行
っ
て

い
た
事
業
者
が
１
社
撤
退
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
村
で
安
心
し
て
買

物
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
村
内
の
ど
の
地
域
で
も
食

品
や
日
用
雑
貨
な
ど
を
届
け
ら
れ

る
よ
う
、
移
動
販
売
を
し
っ
か
り

と
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
拠
点
と

な
る
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
開
設
を
検

討
し
て
い
ま
す
が
、
で
き
る
限
り

自
助
努
力
で
お
店
を
運
営
で
き
る

よ
う
、
今
年
度
は
場
所
、
運
営
の

形
態
や
方
法
、
責
任
者
な
ど
を
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
後
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
も
ご

意
見
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

買
物
弱
者
対
策
検
討
委
員
会

村
長
の
諮
問
に
よ
り
山
村
留
学

制
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
、

山
村
留
学
制
度
検
討
委
員
会
（
委

員
長
板
倉
恒
夫
氏
）
か
ら
３
月
26

日
㈪
に
村
長
に
答
申
が
行
わ
れ
、

板
倉
委
員
長
、
盛
正
賢
副
委
員
長

よ
り
永
嶺
村
長
へ
答
申
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

答
申
で
は
、
家
族
で
の
移
住
に

よ
る
制
度
の
導
入
や
、
学
校
教
育

の
充
実
と
情
報
発
信
、
住
宅
の
整

備
、
親
の
就
職
支
援
、
子
育
て
支

援
の
充
実
の
５
項
目
を
提
言
し
ま

し
た
。

検
討
す
る
に
あ
た
り
、
昨
年
11

月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
村
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
協
力

を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

村
で
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
、

今
後
制
度
に
つ
い
て
具
体
的
に
検

討
を
行
う
予
定
で
す
。

山
村
留
学
制
度
に
つ
い
て

　
　
　
　
　村
長
へ
答
申板倉委員長、盛副委員長より

村長へ答申書が手渡されました

な
ん
で
も
館

　
　
常
設
展
示
室

整
備
事
業
検
討

　
委
員
会『
報
告
』

今
年
度
発
足
し
た
な
ん
で
も
館

常
設
展
示
室
検
討
委
員
会
は
、
本

村
の
貴
重
な
文
化
・
歴
史
等
を
振

り
返
り
、
後
世
へ
継
承
し
て
い
く

た
め
に
、
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ん
で

も
館
2
階
の
展
示
室
を
常
設
展
示

室
へ
整
備
す
る
た
め
に
必
要
な
検

討
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

委
員
長
に
鎌
倉
貞
男
氏
、
副
委

員
長
に
村
松
小
司
郎
氏
を
選
任
し

て
、
常
設
展
示
室
の
展
示
内
容
や

課
題
な
ど
を
観
光
面
や
他
の
市
町

村
の
既
設
展
示
場
の
状
況
も
踏
ま

え
て
、
一
定
の
方
向
性
を
答
申
す

る
た
め
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
5
回
の
検
討
委
員
会

を
開
催
し
て
協
議
内
容
を
ま
と

め
、
昨
年
の
12
月
28
日
㈭
、
鎌
倉

委
員
長
よ
り
村
長
へ
委
員
会
の
答

申
を
提
出
し
ま
し
た
。

答
申
の
内
容
は
、

①
歴
史
資
料
館
的
内
容

②
民
族
資
料
館
的
内
容

③
美
術
館
的
内
容

の
展
示
の
三
本
の
柱
を
主
に
整
備

し
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
も
の
で

し
た
。

今
後
は
こ
の
答
申
を
基
に
、
さ

ら
な
る
専
門
委
員
会
や
研
究
委
員

会
に
は
か
り
な
が
ら
、
常
設
化
に

向
け
て
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。今

後
と
も
、
村
の
歴
史
・
文
化

の
継
承
に
向
け
た
取
組
み
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

近
年
の
全
国
的
な
人
口
減
少
や

住
宅
・
建
築
物
の
老
朽
化
、
社
会

的
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
伴
い
、
居
住

そ
の
他
の
建
築
物
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家

に
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
適
切

な
管
理
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
状
態
の
空
き
家
も
、

増
加
傾
向
に
あ
り
、
防
災
・
防
犯
・

景
観
保
全
等
の
面
で
住
民
生
活
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

天
龍
村
で
も
増
加
の
一
途
を
た

ど
る
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
早

急
な
解
決
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る

中
で
、
昨
年
８
月
に
天
龍
村
空
家

等
対
策
協
議
会
を
発
足
し
、
村
内

に
あ
る
空
き
家
の
対
策
に
向
け
た

協
議
を
始
め
ま
し
た
。
昨
年
度
に

つ
い
て
は
、
天
龍
村
の
空
き
家
対

策
の
指
針
と
な
る
天
龍
村
空
家
等

対
策
計
画
の
策
定
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

３
月
に
策
定
し
ま
し
た
対
策
計

画
を
基
に
、
村
内
に
あ
る
空
き
家

戸
数
や
、
居
住
そ
の
他
の
使
用
が

な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
常
態
化

し
て
い
る
住
宅
の
把
握
及
び
、
建

築
物
の
危
険
度
の
判
定
を
協
議
会

が
主
体
と
な
っ
て
進
め
、
危
険
度

の
判
定
結
果
に
よ
っ
て
は
所
有
者

に
対
し
て
、
適
切
な
管
理
が
行
わ

れ
る
よ
う
指
導
・
助
言
を
行
い
、

空
き
家
が
適
正
に
管
理
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

天
龍
村
空
家
等

対
策
協
議
会



広 報　天　　龍（４）平成30年４月25日（19）広 報　天　　龍 平成30年４月25日

　平成30年度の一般会計及び特別会計の当初予算が３月定
例議会で承認されました。
　一般会計では、歳入・歳出総額が17億3,000万円となり、
前年度比103.8％の予算となりました。

（単位：万円）

国 民 健 康 保 険

村 営 水 道

村 営 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

1億3,415万円

6,415万円

5,178万円

2億9,515万円

2,976万円

17億3,000万円
平成30年度 一般会計当初予算

特　別　会　計

村債
25,830
14.9%

地方交付税
84,500　48.9%

村税
19,431
11.2％

繰入金
5,652 3.3%

その他
5,333 3.1%

使用料及び手数料
3,774　2.2%

諸収入
3,147　1.8%

その他
3,871　2.2%

県支出金
18,219
10.5%

国庫支出金
3,243　1.9%

前年比
3.8％増の

歳入項目

村税

地方交付税

国･県支出金

繰入金

村債

予算額

1億9,431万円

8億4,500万円

2億1,462万円

5,652万円

2億5,830万円

前年差

△450万円

1,700万円

6,080万円

△1,448万円

500万円

前年比

97.7%

102.1%

139.5%

79.6%

100.2%

歳入についての説明

みなさんから村に納めていただく税金の総額です。
国に納められた税の再分配や、過去に借り入れた起債（借金）の償
還金に対する補てんも含まれています。

定められた事業に対し、国や県から交付される補助金や委託金です。

今まで積み立てていた基金（貯金）をさまざまな目的のために取り
崩し、一般会計に繰り入れます。おもに村の借金の繰上償還（返済）
に活用します。

道路整備などの財源として国から借り入れる借金です。ただしのち
に国から交付税措置が受けられる起債（辺地・過疎対策事業債）な
ど村の財政面で有利なものを借り入れます。

■自主財源　20.7％
　3億5,875万円
■依存財源　79.3％
　13億7,125万円

歳 入

◎平成30年度のおもな事業

～ 納税で　日本の未来　輝かそう ～～ 税納め　見つける正解　輝く世界 ～

おもな事業名
【新】空き家片づけ事業補助金
【新】ホームページリニューアル業務委託料
【拡充】インフルエンザ予防接種補助事業
【新】農地荒廃化防止事業補助金
【新】東京五輪木材提供事業委託料
【新】間伐材運搬事業補助金

林道改良事業
有害鳥獣駆除等補助金

【新】観光案内版設置工事（南信濃下市場トンネル）
トンネル修繕工事

村道改良事業

【新】電源立地交付金　小型ポンプ購入事業
【新】防災行政無線同報系デジタル化工事実施設計委託料
【新】Ｊアラート受信機更新工事

児童生徒給食費援助費
【新】小中学生入学祝金
【新】図書館照明改修工事
【新】校舎漏水対策改修工事（中学校）

事業費
100万円
334万円
176万円
300万円
303万円
200万円

6,961万円
605万円
60万円

9,990万円

1億4,853万円

205万円
799万円
472万円
185万円
24万円

126万円
201万円

事　業　内　容
村の空き家バンクに登録された空き家の家財道具などの処分費用を助成します
天龍村ホームページのリニューアルにかかる委託料です
全村民の方を対象にインフルエンザ予防接種にかかる費用を補助します
農地を借り受け、耕作及び管理する方（団体含む）を対象に補助金を交付します
五輪選手村ビレッジへの木材提供事業にかかる委託料です
間伐材を原木市場等へ運搬するための補助金を交付します
主に向方線、大久那線（ともに拡幅改良）、虫川新野峠線（法面防災）にかかる費用です
シカ、イノシシ、サルなどの有害鳥獣駆除に対する補助金を交付します
観光案内版（下市場トンネル出口）の設置にかかる費用です
村道天竜川線、長野長島線のトンネル修繕にかかる費用です
主に明ヶ島線（拡幅改良）、向山線、浪合線（ともに舗装）、天龍小学校下線（開
設）、松葉線（側溝改良）、天竜川線（法面防災）にかかる費用です
消防活動で使用する小型ポンプ機の更新にかかる費用です
防災行政無線の同報系のデジタル化に向けた実施設計にかかる委託料です
Ｊアラート受信機の更新にかかる費用です
天龍小・中学校、児童・生徒の給食費を100％補助します
天龍小・中学校へ入学される家庭へ入学祝の商品券を贈呈します
なんでも館内図書館のＬＥＤ化にかかる費用です
天龍中学校校舎階段棟及び教室棟の一部の漏水対策にかかる費用です

　
皆
さ
ん
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

や
す
い
で
す
か
？
人
に
よ
っ
て

ス
ト
レ
ス
の
感
じ
方
、発
散
方

法
は
様
々
で
す
。
今
回
は
日
々

の
生
活
を
振
り
返
り
、ス
ト
レ

ス
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
よ
う
】

　
ス
ト
レ
ス
状
態
は
、
自
分
で

は
気
が
つ
き
に
く
い
も
の
で
す
。

次
に
あ
げ
る
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
よ
う
。

□
忙
し
い
日
々
が
続
い
て
い
る
。

□
睡
眠
に
満
足
感
が
得
ら
れ
な
い
。

□
食
欲
が
変
化
し
た
。

□
外
出
が
お
っ
く
う
に
な
っ
た
。

□
物
事
に
こ
だ
わ
り
や
す
く

な
っ
て
い
る
。

□
他
人
や
物
事
に
苛
立
つ
こ
と

が
多
い
。

□
物
事
を
悪
い
方
に
考
え
る
こ

と
が
多
い
。

　
こ
れ
ら
に
多
く
の
チ
ェ
ッ
ク

が
入
っ
た
方
は
、
か
な
り
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

【
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
工
夫
】

　
で
は
、ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

た
め
に
は
、ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
。一
例
を
取
り
上
げ
た
の
で
、

参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
生
活
編
）

○
睡
眠
時
間
を
確
保
す
る
。

○
毎
日
3
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

事
す
る
。

○
適
度
な
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ

で
体
を
動
か
す
。

○
ゆ
っ
た
り
お
風
呂
に
入
る
。

規
則
正
し
い
食
生
活
、
睡
眠

を
と
る
こ
と
で
自
律
神
経
を

整
え
、
こ
こ
ろ
を
落
ち
着
か

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
考
え
方
編
）

○
疲
れ
た
ら
、
無
理
を
せ
ず
に

休
む
。

○
自
分
の
限
界
を
知
り
、
あ
れ

も
こ
れ
も
と
手
を
出
さ
な
い
。

○
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
認
め
る
。

○
大
切
な
人
と
の
関
係
を
大
事

に
す
る
。

　
ス
ト
レ
ス
に
振
り
回
さ
れ
な

い
人
、
ス
ト
レ
ス
を
自
己
の
力

で
小
さ
く
で
き
る
人
は
、
意
識

的
に
、
ま
た
は
無
意
識
に
こ
れ

ら
の
努
力
を
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

【
心
に
余
裕
の
あ
る
生
活
を
】

　「
幸
、不
幸
は
自
分
の
胸
三
寸

が
決
め
る
」と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
自
分
の
心
が
け
次
第

で
人
生
を
ス
ト
レ
ス
の
多
い
も

の
に
も
、少
な
い
も
の
に
も
で

き
る
の
で
す
。
先
に
紹
介
し
た

方
法
を
試
し
、自
分
に
あ
っ
た

ス
ト
レ
ス
解
消
方
法
を
見
つ
け
、

心
に
余
裕
の
あ
る
生
活
を
目
指

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

保
健
師
だ
よ
り

ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な

　
　
　
　付
き
合
い
方

ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な

　
　
　
　付
き
合
い
方

ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な

　
　
　
　付
き
合
い
方

国民健康保険にご加入の皆さんへ

人間ドック補助制度をご利用ください
昨年度から引き続き、今年度も生活習慣病などの早期発見、早期治療を目的とし、加入者の健康保持増進を

図るため、人間ドック費用の一部の補助を拡充し行います。国保加入者の方は、ぜひご利用ください！

・40歳以上74歳以下の天龍村国民健康保険に加入している方

・人間ドック受診 阿南病院 20,000円
   その他医療機関 13,000円
・脳ドック受診   16,000円（単独で受診）
     　8,000円（人間ドックオプション時）

・人間ドック等受診後に健診結果を村へ提出した方。
・年度内（４月から翌年３月）に補助を受けていないこと。
　（補助は年度内で、人間ドック、脳ドック１回ずつとなります）
・年度内に村の集団特定検診や個別特定検診を受診していない方。
・申請日において、天龍村国保税を滞納していない世帯に属する方。

①個人で医療機関に予約をする。
②人間ドック等を受診する。
③健診結果が届いたら、役場窓口にて健診結果と領収書を添えて補助金の申請手続きを行う。
④後日、補助金の振込を行います。

・申請書（役場窓口、南支所にあります）　・領収書（原本）
・人間ドック健診結果（コピー）　・振込先が分かるもの　・印鑑

・７月以降に人間ドックを受診される方は、６月に送付予定の特定検診の受診券を持参して人間ドックを受
診してください。

　４月～６月に人間ドックを受診される方は、７月に行う集団特定検診を受診する必要はありません。
・その他不明な点はお問い合わせください。

対象者

助成金額

注意事項

補助の流れ

補助を受けられる条件

申請に必要なもの

～お問い合わせ先～　住民課　健康支援係　☎32－1021

拡充
しました!



歳出項目

人件費

物件費

扶助費

補助費等

普通建設
事業費

繰出金

予算額

3億3,427万円

2億9,313万円

1億 595万円

1億8,787万円

3億8,996万円

1億710万円

前年差

511万円

2,643万円

318万円

△1,028万円

6,793万円

△2,924万円

前年比

101.6%

109.9%

103.1%

94.8%

121.1%

78.6%

主な歳出の手当、費用の説明

委員報酬・議会議員・特別職・一般職員の給与・手当です

臨時職員の賃金、消耗品や燃料、電話料、郵便料、備品購入費、各
種委託料などです

法に基づき、児童、生徒、障がい者、高齢者に対して支払われる医
療費給付などです

建物や自動車の保険料、広域連合など他団体に対する負担金や補助
金・交付金です

道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する負担金です

一般会計から国保や水道・下水、介護保険などの特別会計へ支出さ
れるものです

※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。性質別経費

※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。目的別経費

歳出項目

総務費

民生費

農林水産
業費

商工費

土木費

教育費

公債費

予算額

2億6,709万円

3億1,194万円

1億6,924万円

7,195万円

3億3,434万円

1億2,220万円

2億9,179万円

前年差

△459万円

△3,033万円

559万円

579万円

6,355万円

1,023万円

49万円

前年比

98.3%

91.1%

103.4%

108.7%

123.5%

109.1%

100.2%

主な歳出の手当、費用の説明

おもに村の基本的な行財税政の運営のための経費です
職員給の区分見直しによる減が主な減少要因です

福祉など住民生活のための経費です
国民健康保険特別会計繰出金の減が主な減少要因です

農林業に関する経費です
東京五輪に係る事業費の増が主な増加要因です

商工業や観光・温泉に関する経費です
おきよめの湯レストラン・売店運営業務委託料の増が主な増加要因です

村道整備や住宅などに関する経費です
トンネル修繕工事の増が主な増加要因です

小・中学校や社会教育などに関する経費です
天龍梅花駅伝運営委員会補助金の増が主な増加要因です

国などから借り入れた村債の返済金です
今年度も将来の負担を軽減するため、繰上償還を行います

広 報　天　　龍（18）平成30年４月25日（５）広 報　天　　龍 平成30年４月25日

人件費
33,427
19.3%

公債費
29,179
16.9%

普通建設事業費
38,996　22.5%

扶助費
10,595　6.1%

物件費
29,313
16.9%

補助費等
18,787　10.9%

繰越金
10,710　6.2%

積立金
338　0.2%

災害復旧費
11　0.0%

予備費
300　0.2%

維持補修費
1,344　0.8%

総務費
26,709
15.3%

民生費
31,194
18.0%

土木費
33,434
19.3%

公債費
29,179
16.9%教育費

12,220
7.1%

災害復旧費
11　0.0%

商工費
7,195　4.2%

消防費
6,209
3.6%

農林水産業費
16,924　9.8%

衛生費
6,052　3.5%

労働費
8　0.0%

議会費
3,565　2.1%

その他
0　0.0%予備費

300
0.2%

（単位：万円）
（単位：万円）

歳 出

性質別 目的別

義務的
経　費
73,201
42.3%

投資的
経　費
39,007
22.6%

その他
経　費
60,792
35.1%

～ 税金を　おさめてつくる　日本の未来 ～ ～ 税金は　明日をつくる　パートナー ～

異動があった時はお早めに！国保への加入・脱退手続きを

１年に１度は、特定検診を受けましょう！

がん検診等一覧表

３月から４月にかけては就職や退職、転入・転出など異動が多くなる時期です。新たに国保に加入するときや、
国保から他の健康保険に変わるときには届出が必要です。国民健康保険と他の健康保険（社保など）の加入者に異
動があった場合は、自動的に資格変更の手続きが出来ませんので、必ず本人、又は家族の方の届出が必要です。

国保に加入・脱退の手続きはお早めにお願いします。

★国保への加入の届出・脱退の手続きが遅れると、保険税を２重に納めることになったり医師の診療を受けるときにトラブルの原
因になったりしますので、異動があった場合はお早めに手続きをお願いします。【問い合わせ先　健康支援係　☎ 32-1021】

国保に加入す
るとき

国保を脱退す
るとき

こんなときには届出が必要です
他の市町村から転入してきたとき
職場の健康保険をやめたとき
職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき
国保加入世帯で子供が生まれたとき
他の市町村に転出するとき
職場の健康保険に加入したとき
職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被保険者が死亡したとき

届出に必要なもの
他市町村の転出証明、印鑑
職場の健康保険を脱退した証明・印鑑、年金手帳
被扶養者ではないという証明、印鑑、年金手帳
保険証、母子健康手帳、印鑑
保険証、印鑑
国保と社保の両方の保険証、印鑑
（社保の保険証未交付の場合は加入証明書）
保険証、印鑑、年金手帳
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※H28年度までは実績、H29は決算見込み、H30は当初予算で算出。

（単位：万円）

（単位：万円）

年度末残高

借入額

公債費

年度
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

当初予算額
283,900
287,600
268,200
251,000
260,800
222,000
209,600
192,600
187,500
178,700
179,000
179,000
176,000
204,000
170,000
197,400
173,600
160,000
166,000
173,000

年度

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

公債費

55,068

61,204

63,028

61,932

64,358

68,411

76,710

78,178

84,989

74,594

72,273

56,233

54,965

47,384

35,791

30,251

27,538

22,213

29,131

29,179

借入額

67,990

75,120

74,240

69,010

79,890

36,730

29,140

22,360

15,762

15,288

16,507

25,474

20,963

51,309

20,554

40,059

64,471

24,114

33,199

25,830

年度末残高

409,536

434,730

456,474

473,469

497,713

474,183

438,963

389,540

325,731

270,884

218,675

190,713

158,994

164,656

150,900

161,925

199,962

202,822

207,721

205,061

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

直
近
20
年
の
当
初
予
算
額
推
移

直近２０年間の村債借入額等推移

140,000

160,000

180,000

200,000

220,000

240,000

260,000

280,000

300,000

総
合
交
流
促
進
施
設
整
備

役場耐震補強

天龍保育所整備

温泉大規模改修

～ 税金は　よりよい国への　第一歩 ～～ 未来とは　自分達でつくりあげていくものなので　税金を納めよう ～

広 報　天　　龍（６）（17）広 報　天　　龍



広 報　天　　龍（16）平成30年４月25日（７）広 報　天　　龍 平成30年４月25日

　昨年５月29日㈪から、全国の法務局において、各種相続手続に利用することのできる「法定相続情報証明制
度」が始まりました。
　この制度は、法定相続人がだれであるのかを登記官が証明するものです。利用に当たっては、法務局に亡く
なられた方の出生から死亡までの戸籍等を提出していただくこととなります。そして、各種の相続手続（預金
の払戻しや相続登記等）において、この証明書を戸除籍謄本等の代わりに提出していただければ、複数の手続
を同時に進められ、時間短縮につながるメリットがあります。
　是非、この制度をご利用ください。詳しくは、長野地方法務局飯田支局へお問い合わせください。法務局ホー
ムページにも掲載しております。
※相続手続で必要となる書類は、各機関で異なりますので、必要な書類は提出先となる各機関にご照会ください。

【問い合わせ】長野地方法務局飯田支局（☎0265-22-0014）

「法定相続情報証明制度」をご利用ください
　地方公共団体の会計制度は1年間の現金の出入りを単純・明確に表現するために優れた会計です。しかし資産や将来の負担などについて
の全体像は把握できません。そのため公会計制度では、現金の収支だけにとらわれない発生主義の考え方に基づき、資産や負債の状況を
示し、あわせて関係する団体との連結を行なうことで、地方公共団体の決算を新しい角度から情報開示します。
　財務諸表は、貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の４表により構成されます。
　天龍村では従来、「総務省方式改訂モデル」により作成してきましたが、平成28年度決算より国から示された「統一的な基準」により作
成しました。これにより、自治体同士を比較することが可能となりました。
　なお、財務書類は一般会計、全体会計（一般会計＋特別会計（国保、水道、下水道、介護、後期高齢者））、連結（全体会計＋第３セクター、
広域連合、一部事務組合）の3種類を作成しています。
①貸借対照表
　貸借対照表は、会計年度末時点において、村が住民サービス提供するために保有している資産と、その資産をどのようにして調達して
きたかを総括的に対照表示したものです。表の左側に村が保有している土地・建物・預金などの「資産」を示し、表の右側に、その資産
を形成するために将来世代が負担し今後支払が必要となる「負債」と、今までの世代が既に負担した「純資産」の金額が示されています。

統一的な基準による平成28年度天龍村の財務書類を公表します

資　産 負　債 純資産＝ ＋

③純資産変動計算書
　村の純資産（資産と負債の差額）の増減を示したものです。
今までの世代が負担してきた部分である純資産が、１年間
でどう増減したかが分かります。

②行政コスト計算書
　村の１年間の行政活動のうち、福祉やごみの収集など資産形成に結
びつかない行政サービスの経費と、その行政サービスの対価として得
られた収入金等の財源を対比させた表です。

④資金収支計算書
　１年間の行政活動による資金収支を、行政サービスの提供に係る「業務活動収支」、固定資産の取得などの「投資活動収支」地方債の発行、
償還などの「財務活動収支」の３つに分け計算したものです。

※各表の金額は主なものを記載しており、また、表示単位未満を
四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

～ 税金で　つくろう日本の　安心を ～ ～ 税金が　支える社会 ～



広 報　天　　龍（８）平成30年４月25日（15）広 報　天　　龍 平成30年４月25日

　
平
成
29
年
度
電
源
立
地
地
域
対

策
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
昨
年

度
は
３
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
交
付
金
は
ダ
ム
な
ど
の
発

電
施
設
の
あ
る
市
町
村
へ
交
付
さ

れ
、
天
龍
村
に
は
約
３
千
万
円
程

度
が
毎
年
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
村
道
天
竜
川
線
の
法

面
防
災
工
事
、
林
道
虫
川
新
野
峠

線
の
舗
装
工
事
に
加
え
、
子
育
て

支
援
基
盤
強
化
の
た
め
、
保
育
所

運
営
費
用
を
事
業
費
と
し
て
申
請

し
ま
し
た
。

①
村
道
天
竜
川
線

　
　法
面
防
災
工
事
（
中
井
侍
）

　
平
成
28
年
度
に
引
き
続
き
、
落

石
の
多
い
箇
所
へ
の
モ
ル
タ
ル
吹

付
を
実
施
し
ま
し
た
。
鶯
巣
宇
連

地
区
の
唯
一
の
路
線
と
し
て
安
全

性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

②
林
道
虫
川
新
野
峠
線

　
　
　
　
　
　舗
装
工
事

　
未
舗
装
区
間
を
減
ら
す
こ
と
で
、

安
心
・
安
全
な
通
行
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
残
り
の
未
舗
装
区
間
に

つ
い
て
も
経
過
観
察
を
し
、
ま
た

次
年
度
以
降
に
本
事
業
を
活
用
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
保
育
所
運
営
事
業

　
　
　保
育
所
職
員
の
人
件
費

　
本
交
付
金
の
活
用
に
よ
り
、
保

育
士
２
名
の
人
件
費（
６
ヶ
月
分
）

を
確
保
で
き
た
こ
と
で
、
地
域
格

差
の
な
い
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
子
育
て

世
代
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ

る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

平
成
29
年
度
事
業
概
要

村道天竜川線防災工事

林道虫川新野峠線舗装工事

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

①休憩スペースの確保のため、平成30年度において皆さ
んのお声を聞き入れる体制を設け、利用しやすい施設
となるよう検討・計画を図ります。

②お詫びをし、まず看板により危険個所を周知。その上
で施設管理の対応する旨で回答。
施設長からもご本人へ電話連絡によりお詫びをしまし
た。

③ご来場に感謝し、ご利用しやすい環境となるよう、施
設管理に努めさせていただく旨を回答しました。

①貴重なご意見として龍泉閣に意見を伝えました。
高齢者の多い本村にも利用しやすい施設となるための
対応であり、ご理解をお願いしたいと思います。
②龍泉閣の経営検討委員会にはかり、検討し、龍泉閣へ
伝えました。
また、おきよめの湯のレストランでもこうしたアイデ
ア料理が提供できるよう検討を行います。
地区の皆さんの安心安全を守るため、どうしても校庭
での工事が必要となり、桜の木を切らなくてはなりま
せん。
桜の木を別の場所へ移すことも考えましたが、樹齢も
長く、専門家でも難しいようです。道路開設後には新
しい苗木を植えることを検討し、いずれ小学校で桜の
観覧ができるように配慮しますので、今回は桜の木を
切ることにご理解をお願いします。

①温泉とても気持ちよかったです。
休憩スペースが奥すぎてわかりにくい。
もう少しゆっくりできるように配慮すればリ
ピーターも増えると思います。
②露天風呂内の排水溝の所の水の勢いが強く、
足が吸われるので危ないです。
子供が排水溝に足を置いたら危険なので改善
されると良いと思います。
私自身も、足にあざが出来ました。
③以前には無かったコンディショナーやロッ
カー等が設置され、ありがたかったです。
お湯の良さに定評はあるけど、色々と改善さ
れ、ますます来やすくなりました。
①龍泉閣４階大座敷をフロアー仕上げにすると
聞きました。畳の上に調度品等を置くべきで
はないと思います。
②今、さかんにダムカレーやダムラーメンが話
題になっています。平岡ダムを有する本村で
もチャレンジしてみてください。

天龍小学校の桜の木を切ってしまうようです
が、すごく悲しいです。もう一回考え直して
桜の木を切らないようにできませんか。

設 置 場 所

おきよめの湯

龍 泉 閣

そ の 他

提言ボックスは役場、龍泉閣、なんでも館、おきよめの湯に設置されています。
　毎月多くのご提言をいただき、ありがとうございます。みなさんから頂戴した意見は、村の会議で検討させていただき、住所・氏名の記名があるものは
すべて文章で回答を差し上げております。その際の個人情報はご意見に対する回答以外に使用されることはありませんので、ご意見をお寄せいただく際は
記名にて投稿くださいますようお願いします。

（平成29年度受付分抜粋）

回答・対応等提言の概要及び提案者
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３
月
１
日
付
け
で
天
龍
村

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
就
任

し
た
本
多
紗
智
で
す
。

東
日
本
大
震
災
を
身
近
に

経
験
し
、
都
会
の
暮
ら
し
に

疑
問
を
抱
き
、
自
然
と
と
も

に
生
き
る
暮
ら
し
を
求
め
、

主
に
農
業
を
し
な
が
ら
の
旅

暮
ら
し
を
経
て
秘
境
・
天
龍

村
へ
辿
り
着
き
ま
し
た
。

当
面
は
配
属
先
の
農
林
業

公
社
で
ゼ
ロ
か
ら
農
業
を
学

び
直
し
て
い
き
ま
す
。

食
べ
る
・
作
る
・
読
む
・

聴
く
・
話
す
・
変
な
も
の
・

面
白
い
ひ
と
が
大
好
き
。
ス

パ
イ
ス
・
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た

世
界
各
地
の
料
理
を
研
究
し

て
作
る
の
が
一
番
の
趣
味
で
、

最
近
は
木
工
・
D
I
Y
・
和

太
鼓
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

色
々
と
お
世
話
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て
。
２
月
よ

り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
し
て
い
る
初
瀬
健
太

で
す
。
佐
賀
県
基
山
町
の
出

身
で
、
現
在
26
歳
に
な
り
ま

す
。こ

れ
ま
で
の
あ
り
が
隊
と

は
異
な
り
、
天
龍
農
林
業
公

社
に
勤
務
し
て
お
り
、
大
河

内
地
区
の
稲
作
や
柚
子
、
お

茶
、
あ
け
び
な
ど
の
剪
定
や

収
穫
を
主
に
行
っ
て
い
き
ま

す
。
大
学
卒
業
後
か
ら
北
海

道
や
沖
縄
の
農
家
さ
ん
の
と

こ
ろ
で
収
穫
の
仕
事
を
し
て

き
た
の
で
す
が
、
栽
培
に
関

し
て
は
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。
天
龍
村
の
自
然
や
人

と
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
関
係

を
大
切
に
、
日
々
学
び
な
が

ら
農
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

本
多
紗
智

初
瀬
健
太

は

つ

せ

け

ん

た

ほ

ん

だ

さ

ち

　
今
年
度
よ
り
天
龍
村
役
場
の
職
員

と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
、
田
嶋

迪
朗
と
申
し
ま
す
。

　
出
身
は
阿
南
町
の
新
野
地
区
で
す
。

昨
年
四
月
ま
で
は
、
愛
知
県
の
知
多

半
島
で
塾
講
師
と
し
て
働
い
て
お
り

ま
し
た
。

　
私
の
母
は
天
龍
村
の
出
身
で
、
私

も
小
さ
い
頃
、
母
に
連
れ
ら
れ
て
よ

く
村
に
遊
び
に
来
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
自
然
が
豊
か
で
、
人
と
人
と

の
距
離
が
近
く
、
村
民
の
皆
様
の
心

の
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

ん
な
天
龍
村
で
働
け
る
こ
と
を
、
大

変
有
難
く
、
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　
役
場
職
員
と
し
て
も
、
村
民
と
し

て
も
一
年
目
で
、
至
ら
な
い
と
こ
ろ

も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
村

の
役
に
立
て
る
よ
う
、
精
一
杯
努
力

し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
天
龍
村
役
場
で
お
世

話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
小

林
勇
太
と
申
し
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ

た
故
郷
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
は
、

松
本
市
の
大
学
で
地
域
と
関
わ
り
な

が
ら
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ん
で

お
り
ま
し
た
。
四
年
間
天
龍
村
か
ら

離
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ま
た
こ
う

し
て
、
故
郷
で
あ
る
天
龍
村
に
戻
る

と
共
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

考
え
る
と
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
今
ま
で
自
分
を
育

て
て
く
れ
た
天
龍
村
と
村
民
の
皆
様

へ
の
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
努
め
て

参
り
ま
す
。

　
至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

田嶋迪朗

小林勇太

みちろうたじま

ゆうたこばやし

～ 税金は　未来をつくる　第一歩 ～～ 税金は　安全道の　第一歩 ～
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個
人
水
道
施
設

整
備
の
た
め
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
広
報
天
龍
第
1
8
3
号
（
１
月

発
行
）
で
公
表
後
、
３
月
31
日
現

在
で
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
石
谷
　
一
儀
様
　
●
原
　
　
隆
二
様

●
鶯
巣
　
宏
臣
様
　
●
疋
田
　
徹
　
様

●
大
石
　
孝
　
様
　
●
内
田
　
大
心
様

●
高
山
　
善
弘
様
　
●
小
高
　
徹
　
様

●
山
田
蓮
三
郎
様
　
●
長
木
　
康
典
様

　
本
人
の
希
望
に
よ
り
氏
名
を
公

表
で
き
な
い
方
が
い
ま
す
。
今
回

は
42
名
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
ふ

る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
か
ら
も

申
込
み
が
で
き
ま
す
。
決
済
方
法

は
金
融
機
関
か
ら
の
振
込
み
の
ほ

か
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
能

で
す
。
な
お
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

役
場
窓
口
で
も
承
っ
て
い
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp/

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を

　
　
　
　
　受
検
し
ま
し
ょ
う

　
村
営
水
道
未
普
及
地
区
を
対
象

に
、安
定
し
た
生
活
用
水
の
確
保

を
目
的
と
し
て
、個
人
が
整
備
す

る
水
道
施
設
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

【
対
象
者
】

○
村
営
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

○
天
龍
村
の
住
民
で
あ
る
こ
と

【
補
助
対
象
経
費
】

○
事
業
費
1
0
0
万
円
を
限
度
と

し
て
、７
割
を
補
助
し
ま
す
。

※
２
戸
が
共
同
で
整
備
す
る
場
合

は
事
業
費
・
補
助
金
と
も
２
倍

に
な
り
ま
す
。

【
交
付
対
象
施
設
】

○
水
源
地
か
ら
の
取
水
・
送
水
に

必
要
な
施
設

○
配
水
池
等
・
配
水
に
必
要
な
施

設
※
宅
地
内
の
配
管
に
要
す
る
費
用

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◎
こ
の
補
助
金
は
、１
世
帯
１
度

だ
け
の
利
用
に
な
り
ま
す
。
慎

重
に
検
討
し
て
、ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　
不
明
な
点
は
、役
場
建
設
課
環

境
水
道
係
☎（
32
）１
０
２
２
へ
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

南信県税事務所飯田事務所（飯田
合同庁舎内）で行っている課税業務
が、南信県税事務所（伊那合同庁舎
内）に移管しました。
４月以降、課税内容や減税手続き
のお問合せは伊那の南信県税事務所
へお願いします。
なお、各種申告書や届出書は飯田
事務所へも提出できます。税金のお
支払いや納税証明書の発行も従来ど
おりです。

〈移管した業務〉
※法人県民税・事業税、個人事業税、
不動産取得税の課税業務
お問合せ先：南信県税事務所飯田事

務所　☎0265-53-0405

南信県税事務所からのお知らせ

和
知
野
川

　キ
ャ
ン
プ
場

　
　
　オ
ー
プ
ン

大
河
内
森
林
公
園

キ
ャ
ン
プ
場

　
　
　
　オ
ー
プ
ン

４
月
20
日
㈮
か
ら
大
河
内
森
林

公
園
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
１
区
画
１

泊
２
，
０
０
０
円
で
す
。

フ
リ
ー
の
テ
ン
ト
広
場
は
予
約
不

要
で
テ
ン
ト
１
張
１
泊
１
，
０
０
０

円
で
す
。

静
か
な
場
所
で
思
い
思
い
の
ア
ウ

ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。（
予
約
、
お
問
合
せ
先
…
地

域
振
興
課
商
工
観
光
係

☎
32
‐
1
0
2
3
）

４
月
１
日
㈰
か
ら
和
知
野
川

キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
平
日
・
日
曜
日
・

祝
日
は
１
棟
１
泊
５
，
０
０
０
円
、

土
曜
日
と
祝
日
の
前
日
・
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
・
お
盆
の
期
間
中
は

１
棟
１
泊
８
，
０
０
０
円
で
す
。

フ
リ
ー
サ
イ
ト
の
利
用
料
金
は
、

テ
ン
ト
１
張
（
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

１
台
）
１
泊
に
つ
き
１
，
０
０
０
円

で
す
。（
予
約
、
お
問
合
せ
先
…
地

域
振
興
課
商
工
観
光
係

☎
32
‐
1
0
2
3
）

浄
化
槽
法
で
は
、
生
活
環
境
の

保
全
や
公
衆
衛
生
の
向
上
の
た
め
、

浄
化
槽
を
お
使
い
の
方
に
、
保
守

点
検
や
清
掃
の
ほ
か
、
年
１
回
の

法
定
検
査
（
浄
化
槽
法
第
11
条
検

査
）
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
検
査
方
法
が
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
変
更
内
容

浄
化
槽
法
第
11
条
検
査
項
目
に
、

新
た
に
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）
の
検
査
が
加
わ
り
、

よ
り
効
率
的
で
充
実
し
た
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

※
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は
、
水
の
汚
れ
を
示
す

重
要
な
指
標
で
す
。Ｂ
Ｏ
Ｄ
検

査
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
排
出

さ
れ
る
生
活
排
水
の
汚
れ
や
浄

化
槽
の
状
態（
故
障
な
ど
）を
知

る
こ
と
が
で
き
、
修
理
な
ど
早

急
な
対
応
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

▼
年
１
回
の
法
定
検
査
を

Ｂ
Ｏ
Ｄ
検
査
導
入
に
よ
り
、
検

査
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。
対
象

と
な
る
全
て
の
ご
家
庭
で
年
１
回

の
法
定
検
査
の
確
実
な
受
検
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
合
せ

○（
公
社
）長
野
県
浄
化
槽
協
会
　

南
信
支
所

☎
0
2
6
5（
72
）5
7
4
0

地区名

為 　 栗

長 島 宇 連

折 　 立

清 　 水

東 原 Ａ

東 原 Ｂ

西 　 原

中 　 央

北

本 　 町

余 　 野

岡 　 本

長 野 町

長 　 野

南 　 上

南 　 中

栄 　 町

南 　 下

松 　 島

松 島 中 電

長 　 沼

鶯 　 巣

十 久 保

下 　 山

中 井 侍

途 中 上 平

鶯 巣 宇 連

福 　 島

倉 の 平

坂 　 部

中 　 組

戸 　 口

大 久 那

合 　 戸

見 　 遠

向 　 方

峠 　 山

大 河 内

梨 　 畑

平成30年度地区担当職員名簿及び配置表
平成30年4月1日現在

～ 税金を　納めて守ろう　いいくらし ～ ～ 安心を　もたらす税よ　ありがとう ～

影 原 　 　 房

花 田 　 清 一

渡 久 山 直 樹

鈴 木 　 浩 孝

秦 　 　 博 実

渡 久 山 直 樹

野 竹 　 英 二

花 田 　 清 一

橘 　 　 謙 治

熊 谷 　 弘 幸

森 　 祐 二

影 原 　 　 房

後 藤 　 浩 二

橘 　 　 謙 治

大 平 　 卓 治

中 島 　 俊 博

大 平 　 崇 史

藤 澤 　 壮 士

大 平 　 卓 治

熊 谷 　 弘 幸

玉 井 　 直 江

秦 　 　 博 実

後 藤 　 浩 二

鈴 木 　 浩 孝

影 原 　 重 喜

玉 井 　 直 江

野 竹 　 英 二

大 平 　 崇 史

森 　 　 祐 二

斎 藤 　 正 宏

清 水 　 保 秀

松 澤 　 一 生

大 平 　 成 二

長 田 み ゆ き

宮 下 　 正 和

伊 藤 　 祐 介

内 藤 　 孝 雄

大 平 　 成 二

清 水 　 保 秀

松 澤 　 一 生

坂 田 　 一 万

金 田 　 祥 吾

影 原 　 重 喜

藤 澤 　 久 美

橋 爪 　 　 貴

宮 下 　 正 和

田 嶋 　 迪 朗

柿 下 　 麻 衣

飯 泉 　 幸 大

服 部 　 誠 司

宮 澤 　 寿 幸

青 木 裕 一 郎

小 林 　 勇 太

坂 田 　 一 万

藤 澤 　 壮 士

服 部 　 誠 司

柳 澤 　 慶 介

内 藤 　 孝 雄

赤 松 　 大 輔

宮 澤 　 栄 朗

飯 泉 　 幸 大

橋 爪 　 　 貴

伊 藤 　 祐 介

成 瀬 理 沙

小 瀬 水 　 渉

赤 松 　 大 輔

花 輪 加 奈 子

伊 藤 照 子

柿 下 　 麻 衣

小 林 　 勇 太

後 藤 三 八 子

青 木 裕 一 郎

玉 置 　 唯 乃

宮 澤 真 由 美

花 輪 加 奈 子

黒 田 あ ゆ み

新 田 　 泰 祐

宮 澤 　 寿 幸

宮 澤 　 栄 朗

新 田 　 泰 祐

宮 澤 真 由 美

金 田 　 祥 吾

成 瀬 理 沙

伊 藤 照 子

柳 澤 　 慶 介

玉 置 　 唯 乃

黒 田 あ ゆ み

長 田 み ゆ き

瀧 澤 　 　 翔

藤 澤 　 久 美

田 嶋 　 迪 朗

小 瀬 水 　 渉

担当職員名
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～ 税金は　みんなのために　使うもの ～ ～ 税金は　日本を支える　大黒柱 ～

移住定住推進係通信Vol.４
「空き家片づけ事業補助金交付要綱」を新設しました

　今年度から空き家情報登録制度（通称「空き家バンク」）に登録

することを条件に、空き家に残っている家財道具や清掃に関する費

用の助成をはじめました。空き家は長年放置することで劣化が進む

ばかりでなく、雑草や獣害など近隣にも影響が及ぶ恐れがあります。

また、空き家である期間に比例して修繕するコストや規模が大きく

なります。結果として住める状態にするまでの手間も大きくなり、

気づいたときには所有者に大きな負担となることも想定されます。

空き家バンクの積極的な活用を推進するとともに、この制度により、増え続ける空き家の抑制と

利活用を図り、移住希望者等の受け皿として活かしたいと考えます。

（Q）どうすれば補助の対象となりますか？

⇒（A）所有する空き家を村の空き家バンクに登録することが条件です。また、空き家バンクを

利用して空き家の売買または賃貸借契約をした方も補助の対象となります。

（Q）「片づけ」といっても何が補助の対象となるのでしょうか？

⇒（A）空き家を住める状態にするために、空き家にある家財道具等の運搬・処分費用やクリー

ニングする費用が対象です。団体や業者に委託して片付ける場合の経費も対象となります。

ただし修繕や改修費用は本助成の対象外となります。

（Q）いくら助成されるのでしょうか？

⇒（A）事業費のうち、20万円までを補助します。目安として大型コンテナ２杯分程度となります。

それ以上かかる場合でも20万円が上限で、１つの物件につき１回のみの助成となります。

（Q）若者等定住促進事業や住宅新築・リフォーム補助金との併用はできますか？

⇒（A）併用できます。片付けの補助を受け、空き家を片付けた後に「若者等定住促進事業（11ペー

ジ参照）」にある「住宅増改築補助金」等の事業、または役場建設課の「住宅新築・リフォー

ム補助金」を併用して空き家を再生していただくことが可能です。

※このほかにも助成に際し条件があります。詳細は役場担当者までお問い合わせください。

移住者向けパンフレット「来テ、見テ、暮ラス天龍村Vol.2」を発行します
2017年7月に発行したvol.1は、発行から半年で約2,000部が移住セミナー

や大学等での講義、各設置箇所を通じて配布されました。そして2018年5

月にvol.2が完成します。

移住と観光ではパンフレットでも見る方や年齢層が異なるため、観光的

な要素は極力入れず、村の暮らしや職業についての特化した内容で作成し

ました。特に今回発行したパンフレットには前号ではなかった職業につい

て、全国高齢化率No.2の村の介護現場（天龍村社会福祉協議会）を取材

し紹介しました。移住パンフレットはJR平岡駅コンコース（龍泉閣）・お

きよめの湯・役場などに配架されておりますのでご自由にお持ちください。

また、県外で飲食店や事業を営んでいる方で、パンフレットを置いても良いという方がいらっ

しゃいましたらぜひ係までお問い合わせください。パンフレットを送付させていただきます。

【このページに関する問い合わせ】地域振興課移住定住推進係☎32-1023

天龍村職員配置表（平成30年４月１日付）
平成30年４月１日付けの人事異動などにより、下記のとおりとなりましたので、よろしくお願いします。

村長：永嶺　誠一　　副村長：小林　公人　　教育長：竹田　順次

係　等　名

総 務 係

企 画 財 政 係

情 報 政 策 係

県 派 遣

係　等　名

議 会 事 務 局

係　等　名

建 設 係

環 境 水 道 係

国 土 調 査 係

係　等　名

税 務 係

会 計 係

係　等　名

住 民 福 祉 係

健 康 支 援 係

天龍村地域包括支援センター

社会就労センター

天 龍 保 育 所

係　等　名

農 林 係

商 工 観 光 係

移 住 定 住 推 進 係

係　等　名

南 支 所

天 龍 温 泉

係　等　名

教 育 係

学 校 給 食

学 校 公 使

係長等　氏名

（兼）課長　大平卓治

玉井直江

中島俊博

－

係長等　氏名

－

係長等　氏名

宮下正和

（兼）課長　野竹英二

大平崇史

係長等　氏名

藤澤壮士

（兼）課長　秦　博実

係長等　氏名

森　祐二

松澤一生

（兼）課長　鈴木浩孝

影原　房

宮澤真由美

係長等　氏名

渡久山直樹

（兼）課長　後藤浩二

係長等　氏名

藤澤久美

（主査）

係長等　氏名

影原重喜

－

－

階

２階

出先

階

２階

階

２階

階

１階

階

１階

出先

階

１階

階

出先

階

出先

係員氏名

坂田一万　・　柿下麻衣

柳澤慶介　・　（後藤泰計）

－

瀧澤　翔

係員氏名

－

係員氏名

小林勇太

宮澤栄朗　・　飯泉幸大　・　小瀬水　渉

服部誠司　・　（板倉保孝）

係員氏名

－

長田みゆき

係員氏名

玉置唯乃

金田祥吾　・　（保健師）赤松大輔　・　（杉浦志乃）

栗生瑛理　・　新田泰祐　・　（宮澤育子）

（大平伸次）　・　（鈴木隆雄）　・　（秋波雅子）

成瀬理沙　・　花輪加奈子　・　黒田あゆみ　・　（山崎一代）　・

（小島みゆき）

係員氏名

橋爪　貴　・　伊藤祐介　・　（兼）多羅澤直樹

大平成二　・　多羅澤直樹（県からの派遣）

内藤孝雄　・　田島迪朗

係員氏名

（兼：藤澤保夫）

（藤澤保夫・波田野茂富・村松二三子・田村元子・白上政江・宮澤朝子・

杉本まる美・村松秀子）

係員氏名

宮澤寿幸　・　青木裕一郎　・　（瀧澤るみ子）　・　（内藤有香）

後藤三八子　・　（金田久美子）

伊藤照子

総務課 課長：大平卓治

議会事務局 事務局長：橘　謙治

建設課 課長：野竹英二

税務会計課 課長：秦　博実

住民課 課長：鈴木浩孝

地域振興課 課長：後藤浩二

南支所・天龍温泉 所長：清水保秀

教育委員会

社会福祉協議会派遣 特別養護天龍荘　　所　長　花田清一
民間企業派遣 　　㈲天龍農林業公社　副社長　熊谷弘幸 
南信州広域連合派遣 　　　　　　　　　　　　　斎藤正宏 

（　）は臨時職員



広 報　天　　龍（12）平成30年４月25日（11）広 報　天　　龍 平成30年４月25日

～ 税金で　笑顔あふれる　未来を作ろう ～ ～ 税金は　大切な人　守る物 ～

補助対象事業の範囲及び補助要件
①天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意志がある者
②申請時の年齢が満50歳以下の者
③申請後２年以内に建築の完成を認める者
④補助金は１戸１件を対象とします。
⑤申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受け建設する場合は対象となりません。ただ

し、村長が特別の理由があると認めるときは、この限りではありません。
⑥工事完成後に補助金を交付します。
⑦工事完成後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。
①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が満50歳以下の者
③補助金は１戸１件を対象とします。
④申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて施工する場合は対象となりません。
⑤工事完了後に補助金を交付します。
①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が満50歳以下の者
③申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて取得する場合は対象となりません。
④空き屋等取得後に補助金を交付します。
⑤空き屋等取得後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。
①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が満50歳以下の者
③住宅用地面積100㎡以上取得した者
④用地取得後に補助金を交付します。
①天龍村に50歳以下でU・Ｉターンした者で、居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者（夫

婦の場合は居住・年齢要件は片方が該当していれば対象となります。）
②村内に居住した日から起算し、２年経過後に支給します。
③支給後の再転入は支給しません。
④申請時において２歳未満の子供がいる場合は、その子供に対し出産祝金の額を交付します。
①新規学卒後、村内に居住及び住所を有し、かつ、本人及び父母等に永住の意志がある者
②卒業した日から起算し、12か月経過後に支給します。ただし、申請時に12か月以上の居住及び

住所要件を満たしている必要があります。
①１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志がある者
②村外の就業地に勤務している者、及び村長が特別に認めた者
③支給は50歳到達月（50歳以上であっても、村内に住所を有する子供をもつ保護者は、その子供

の義務教育が修了するとき）までとし、毎年１月から12月までの間を一括支給します。ただし、
当該月の勤務日数が15日を欠くときは支給の対象となりません。

④消防団員にあっては、年間支給額に10％の額を加算し支給します。
①天龍村に２年以上居住及び住所を有する50歳以下の者で、かつ、永住の意志のある夫婦（居住・

年齢要件は片方が該当していれば対象となります。）
②結婚祝金は重複して支給しません。

①父母のいずれかが天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある父母

①村内に居住する20歳以上の独身者に対し、結婚相談所（県内外問わず）登録費用のうち、入会金、
登録料及び活動初期費用について補助します。

補助金等の額

工事費の10％以内
（限度額200万円）

工事費の10％以内
（限度額100万円）

取得費の10％以内
（限度額100万円）

取得費の100％以内
（限度額100万円）

夫婦　10万円
単身　５万円

２歳以上18歳以下の
子供１人につき２万円

５万円

１㎞あたり８円
（限度額　月８,000円）

年間支給額
「８円×最短通勤往復距離
×１か月の通勤日数（22日

を上限とする）×通勤月数」
国内、外国人との結婚

を問わず
１組　５万円

第１子　20万円
第２子　20万円
第３子　50万円

第４子以降は第３子と同額

10万円を限度

※詳細は、地域振興課 移住定住推進係へお問合せください。
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★今年度も若者定住促進事業として各種補助金等を用意していますので、該当する場合は申請ください。
若者等定住促進事業のあらまし

業　　務　　内　　容
異議申立て・請願・和解、公印管守、文書収受・発送、契約・係争等文書保管、庁舎・構内の保守管理、秘書・渉外、
人事・給与、任免・進退・賞罰・服務・身分、職員研修・福利厚生、職員共済・退職手当、公務災害、公用車管理、防犯、
自衛隊、消防・防災・消防無線、交通安全、交通災害共済、総合教育会議、新人事評価制度、市町村合併、行革・
集中改革プラン、地区活動・地区懇談会・地区担当者制度等
財政、予算・執行管理、公会計、地方交付税、村債、村有財産、総合計画、基本計画、過疎計画、辺地計画、広域行政（南
信州広域連合、定住自立圏、三遠南信、リニア中央新幹線）、監査、村営バス、公共交通、職員提案制度、村民
からの提案制度、統計、備品管理、ふるさと納税、山村留学検討の準備等
防災行政無線、情報通信、CATV、ホームページ、広報・公聴、ラジオ難聴対策、情報政策全般等
南信州地域振興局（企画振興業務）

業　　務　　内　　容
議会、選挙管理委員会、監査委員会、褒賞、条例・規則、法規審査委員会等

業　　務　　内　　容
村道建設・維持管理、河川・治水・水防、村営住宅、建築、廃屋対策等
簡易水道事業統合計画（簡易水道、簡易給水施設）、県企業局代替執行事業、個人水道施設等整備補助、公共
下水道、し尿処理、合併処理浄化槽、農業集落排水、狂犬病予防、環境衛生、廃棄物処理、リサイクル、墓地、
行旅病人・行旅死亡人、公害、新エネルギー等
国土調査全般、道路登記事務

業　　務　　内　　容
村税賦課徴収、税統計・証明、土地家屋等の申告・届出・台帳整備、公図の保守管理、滞納処分等
現金・金券の収受、出納管理、決算等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ごみ袋販売収納扱い

業　　務　　内　　容
戸籍、住民基本台帳、外国人登録、印鑑登録、人口動態、国民年金、戦没者遺族等援護、災害支援、福祉関係（児童・
母子・父子・老人・障害）、子ども手当、あったか券、村民保養券、外出支援・福祉運送・タクシー券、青少年健全育成、
民生児童委員、人権擁護、保護司、生活保護、職業紹介指導・雇用安定、男女共同参画、シルバー人材、日赤奉仕団、
埋火葬、個人番号事務、福祉ICT等

国民健康保険、国民健康保険税の賦課徴収、後期高齢者医療、特定健診、介護保険、保健指導、各種検診、各
種予防接種、健康増進、栄養指導、診療所、健康プラン、福祉相談（児童・老人・障がい）、消費生活等

地域包括ケア、介護予防、在宅医療・介護連携、認知症対策、健康支援整備、認定調査等
就労者の管理、製作過程時の指導、材料・製品の受入れ、出荷・検査、加工賃の請求・支払計算等、取引先と
の業務連絡、施設・備品の管理、医療互助会、その他授産業務等
入所児の保育、保育所建物・各種施設備品等の管理、保育所利用者負担額算定・徴収等

業　　務　　内　　容
農業・水産振興、畜産・家畜保健衛生、農地、土地改良、農業共済、農業委員会、農業後継者対策、農道建設・
維持管理、第３セクター経営改善、林業・林産物の振興、村有林の経営管理、保安林、治山事業、鳥獣保護・狩猟、
林道建設・維持管理、特産品開発、事業継承支援（農林業関係事務局）等
商工業の振興、商工金融、企業誘致・企業対策、観光事業振興、観光施設の維持管理、計量器、第３セクター経営改善、
事業継承支援（買い物支援等事務局）等
出前講座、いきいき活動支援金、県元気づくり支援金、都市との交流、構造改革特区、若者定住・結婚相談、地
域おこし協力隊、まち・ひと・しごと創生総合戦略、移住定住、空き家バンク、集落支援員、大学生インターン事業、
地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）等

業　　務　　内　　容
住民基本台帳、印鑑、行政証明、村税その他収納
施設利用者サービス、施設利用料金の徴収、その他売上金等の徴収、現金管理、施設の維持管理、就労者の管理、
源泉の維持・管理・運営等

業　　務　　内　　容
教育委員会事務局、学校教育全般、学校施設管理、学校給食、就学指導、教員住宅、社会教育、生涯学習、社会体育、
公民館、文化財保全保護、文化財調査、図書館管理運営、各施設管理、通学路安全会議、学童クラブ、奨学金、
なんでも館常設展示等
学校給食
学校公使

係　等　名

総 務 係

企 画 財 政 係

情 報 政 策 係
県 派 遣

係　等　名
議 会 事 務 局

係　等　名
建 設 係

環 境 水 道 係

国 土 調 査 係

係　等　名
税 務 係
会 計 係

係　等　名

住 民 福 祉 係

健 康 支 援 係

天龍村地域包括支援センター

社会就労センター

天 龍 保 育 所

係　等　名

農 林 係

商 工 観 光 係

移 住 定 住 推 進 係

係　等　名
南 支 所

天 龍 温 泉

係　等　名

教 育 係

学 校 給 食
学 校 公 使

各　部　署　に　お　け　る　主　な　業　務　内　容
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補助対象事業の範囲及び補助要件
①天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意志がある者
②申請時の年齢が満50歳以下の者
③申請後２年以内に建築の完成を認める者
④補助金は１戸１件を対象とします。
⑤申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受け建設する場合は対象となりません。ただ

し、村長が特別の理由があると認めるときは、この限りではありません。
⑥工事完成後に補助金を交付します。
⑦工事完成後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。
①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が満50歳以下の者
③補助金は１戸１件を対象とします。
④申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて施工する場合は対象となりません。
⑤工事完了後に補助金を交付します。
①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が満50歳以下の者
③申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて取得する場合は対象となりません。
④空き屋等取得後に補助金を交付します。
⑤空き屋等取得後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。
①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が満50歳以下の者
③住宅用地面積100㎡以上取得した者
④用地取得後に補助金を交付します。
①天龍村に50歳以下でU・Ｉターンした者で、居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者（夫

婦の場合は居住・年齢要件は片方が該当していれば対象となります。）
②村内に居住した日から起算し、２年経過後に支給します。
③支給後の再転入は支給しません。
④申請時において２歳未満の子供がいる場合は、その子供に対し出産祝金の額を交付します。
①新規学卒後、村内に居住及び住所を有し、かつ、本人及び父母等に永住の意志がある者
②卒業した日から起算し、12か月経過後に支給します。ただし、申請時に12か月以上の居住及び

住所要件を満たしている必要があります。
①１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志がある者
②村外の就業地に勤務している者、及び村長が特別に認めた者
③支給は50歳到達月（50歳以上であっても、村内に住所を有する子供をもつ保護者は、その子供

の義務教育が修了するとき）までとし、毎年１月から12月までの間を一括支給します。ただし、
当該月の勤務日数が15日を欠くときは支給の対象となりません。

④消防団員にあっては、年間支給額に10％の額を加算し支給します。
①天龍村に２年以上居住及び住所を有する50歳以下の者で、かつ、永住の意志のある夫婦（居住・

年齢要件は片方が該当していれば対象となります。）
②結婚祝金は重複して支給しません。

①父母のいずれかが天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある父母

①村内に居住する20歳以上の独身者に対し、結婚相談所（県内外問わず）登録費用のうち、入会金、
登録料及び活動初期費用について補助します。

補助金等の額

工事費の10％以内
（限度額200万円）

工事費の10％以内
（限度額100万円）

取得費の10％以内
（限度額100万円）

取得費の100％以内
（限度額100万円）

夫婦　10万円
単身　５万円

２歳以上18歳以下の
子供１人につき２万円

５万円

１㎞あたり８円
（限度額　月８,000円）

年間支給額
「８円×最短通勤往復距離
×１か月の通勤日数（22日

を上限とする）×通勤月数」
国内、外国人との結婚

を問わず
１組　５万円

第１子　20万円
第２子　20万円
第３子　50万円

第４子以降は第３子と同額

10万円を限度

※詳細は、地域振興課 移住定住推進係へお問合せください。
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★今年度も若者定住促進事業として各種補助金等を用意していますので、該当する場合は申請ください。
若者等定住促進事業のあらまし

業　　務　　内　　容
異議申立て・請願・和解、公印管守、文書収受・発送、契約・係争等文書保管、庁舎・構内の保守管理、秘書・渉外、
人事・給与、任免・進退・賞罰・服務・身分、職員研修・福利厚生、職員共済・退職手当、公務災害、公用車管理、防犯、
自衛隊、消防・防災・消防無線、交通安全、交通災害共済、総合教育会議、新人事評価制度、市町村合併、行革・
集中改革プラン、地区活動・地区懇談会・地区担当者制度等
財政、予算・執行管理、公会計、地方交付税、村債、村有財産、総合計画、基本計画、過疎計画、辺地計画、広域行政（南
信州広域連合、定住自立圏、三遠南信、リニア中央新幹線）、監査、村営バス、公共交通、職員提案制度、村民
からの提案制度、統計、備品管理、ふるさと納税、山村留学検討の準備等
防災行政無線、情報通信、CATV、ホームページ、広報・公聴、ラジオ難聴対策、情報政策全般等
南信州地域振興局（企画振興業務）

業　　務　　内　　容
議会、選挙管理委員会、監査委員会、褒賞、条例・規則、法規審査委員会等

業　　務　　内　　容
村道建設・維持管理、河川・治水・水防、村営住宅、建築、廃屋対策等
簡易水道事業統合計画（簡易水道、簡易給水施設）、県企業局代替執行事業、個人水道施設等整備補助、公共
下水道、し尿処理、合併処理浄化槽、農業集落排水、狂犬病予防、環境衛生、廃棄物処理、リサイクル、墓地、
行旅病人・行旅死亡人、公害、新エネルギー等
国土調査全般、道路登記事務

業　　務　　内　　容
村税賦課徴収、税統計・証明、土地家屋等の申告・届出・台帳整備、公図の保守管理、滞納処分等
現金・金券の収受、出納管理、決算等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ごみ袋販売収納扱い

業　　務　　内　　容
戸籍、住民基本台帳、外国人登録、印鑑登録、人口動態、国民年金、戦没者遺族等援護、災害支援、福祉関係（児童・
母子・父子・老人・障害）、子ども手当、あったか券、村民保養券、外出支援・福祉運送・タクシー券、青少年健全育成、
民生児童委員、人権擁護、保護司、生活保護、職業紹介指導・雇用安定、男女共同参画、シルバー人材、日赤奉仕団、
埋火葬、個人番号事務、福祉ICT等

国民健康保険、国民健康保険税の賦課徴収、後期高齢者医療、特定健診、介護保険、保健指導、各種検診、各
種予防接種、健康増進、栄養指導、診療所、健康プラン、福祉相談（児童・老人・障がい）、消費生活等

地域包括ケア、介護予防、在宅医療・介護連携、認知症対策、健康支援整備、認定調査等
就労者の管理、製作過程時の指導、材料・製品の受入れ、出荷・検査、加工賃の請求・支払計算等、取引先と
の業務連絡、施設・備品の管理、医療互助会、その他授産業務等
入所児の保育、保育所建物・各種施設備品等の管理、保育所利用者負担額算定・徴収等

業　　務　　内　　容
農業・水産振興、畜産・家畜保健衛生、農地、土地改良、農業共済、農業委員会、農業後継者対策、農道建設・
維持管理、第３セクター経営改善、林業・林産物の振興、村有林の経営管理、保安林、治山事業、鳥獣保護・狩猟、
林道建設・維持管理、特産品開発、事業継承支援（農林業関係事務局）等
商工業の振興、商工金融、企業誘致・企業対策、観光事業振興、観光施設の維持管理、計量器、第３セクター経営改善、
事業継承支援（買い物支援等事務局）等
出前講座、いきいき活動支援金、県元気づくり支援金、都市との交流、構造改革特区、若者定住・結婚相談、地
域おこし協力隊、まち・ひと・しごと創生総合戦略、移住定住、空き家バンク、集落支援員、大学生インターン事業、
地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）等

業　　務　　内　　容
住民基本台帳、印鑑、行政証明、村税その他収納
施設利用者サービス、施設利用料金の徴収、その他売上金等の徴収、現金管理、施設の維持管理、就労者の管理、
源泉の維持・管理・運営等

業　　務　　内　　容
教育委員会事務局、学校教育全般、学校施設管理、学校給食、就学指導、教員住宅、社会教育、生涯学習、社会体育、
公民館、文化財保全保護、文化財調査、図書館管理運営、各施設管理、通学路安全会議、学童クラブ、奨学金、
なんでも館常設展示等
学校給食
学校公使

係　等　名

総 務 係

企 画 財 政 係

情 報 政 策 係
県 派 遣

係　等　名
議 会 事 務 局

係　等　名
建 設 係

環 境 水 道 係

国 土 調 査 係

係　等　名
税 務 係
会 計 係

係　等　名

住 民 福 祉 係

健 康 支 援 係

天龍村地域包括支援センター

社会就労センター

天 龍 保 育 所

係　等　名

農 林 係

商 工 観 光 係

移 住 定 住 推 進 係

係　等　名
南 支 所

天 龍 温 泉

係　等　名

教 育 係

学 校 給 食
学 校 公 使

各　部　署　に　お　け　る　主　な　業　務　内　容
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～ 税金は　みんなのために　使うもの ～ ～ 税金は　日本を支える　大黒柱 ～

移住定住推進係通信Vol.４
「空き家片づけ事業補助金交付要綱」を新設しました

　今年度から空き家情報登録制度（通称「空き家バンク」）に登録

することを条件に、空き家に残っている家財道具や清掃に関する費

用の助成をはじめました。空き家は長年放置することで劣化が進む

ばかりでなく、雑草や獣害など近隣にも影響が及ぶ恐れがあります。

また、空き家である期間に比例して修繕するコストや規模が大きく

なります。結果として住める状態にするまでの手間も大きくなり、

気づいたときには所有者に大きな負担となることも想定されます。

空き家バンクの積極的な活用を推進するとともに、この制度により、増え続ける空き家の抑制と

利活用を図り、移住希望者等の受け皿として活かしたいと考えます。

（Q）どうすれば補助の対象となりますか？

⇒（A）所有する空き家を村の空き家バンクに登録することが条件です。また、空き家バンクを

利用して空き家の売買または賃貸借契約をした方も補助の対象となります。

（Q）「片づけ」といっても何が補助の対象となるのでしょうか？

⇒（A）空き家を住める状態にするために、空き家にある家財道具等の運搬・処分費用やクリー

ニングする費用が対象です。団体や業者に委託して片付ける場合の経費も対象となります。

ただし修繕や改修費用は本助成の対象外となります。

（Q）いくら助成されるのでしょうか？

⇒（A）事業費のうち、20万円までを補助します。目安として大型コンテナ２杯分程度となります。

それ以上かかる場合でも20万円が上限で、１つの物件につき１回のみの助成となります。

（Q）若者等定住促進事業や住宅新築・リフォーム補助金との併用はできますか？

⇒（A）併用できます。片付けの補助を受け、空き家を片付けた後に「若者等定住促進事業（11ペー

ジ参照）」にある「住宅増改築補助金」等の事業、または役場建設課の「住宅新築・リフォー

ム補助金」を併用して空き家を再生していただくことが可能です。

※このほかにも助成に際し条件があります。詳細は役場担当者までお問い合わせください。

移住者向けパンフレット「来テ、見テ、暮ラス天龍村Vol.2」を発行します
2017年7月に発行したvol.1は、発行から半年で約2,000部が移住セミナー

や大学等での講義、各設置箇所を通じて配布されました。そして2018年5

月にvol.2が完成します。

移住と観光ではパンフレットでも見る方や年齢層が異なるため、観光的

な要素は極力入れず、村の暮らしや職業についての特化した内容で作成し

ました。特に今回発行したパンフレットには前号ではなかった職業につい

て、全国高齢化率No.2の村の介護現場（天龍村社会福祉協議会）を取材

し紹介しました。移住パンフレットはJR平岡駅コンコース（龍泉閣）・お

きよめの湯・役場などに配架されておりますのでご自由にお持ちください。

また、県外で飲食店や事業を営んでいる方で、パンフレットを置いても良いという方がいらっ

しゃいましたらぜひ係までお問い合わせください。パンフレットを送付させていただきます。

【このページに関する問い合わせ】地域振興課移住定住推進係☎32-1023

天龍村職員配置表（平成30年４月１日付）
平成30年４月１日付けの人事異動などにより、下記のとおりとなりましたので、よろしくお願いします。

村長：永嶺　誠一　　副村長：小林　公人　　教育長：竹田　順次

係　等　名

総 務 係

企 画 財 政 係

情 報 政 策 係

県 派 遣

係　等　名

議 会 事 務 局

係　等　名

建 設 係

環 境 水 道 係

国 土 調 査 係

係　等　名

税 務 係

会 計 係

係　等　名

住 民 福 祉 係

健 康 支 援 係

天龍村地域包括支援センター

社会就労センター

天 龍 保 育 所

係　等　名

農 林 係

商 工 観 光 係

移 住 定 住 推 進 係

係　等　名

南 支 所

天 龍 温 泉

係　等　名

教 育 係

学 校 給 食

学 校 公 使

係長等　氏名

（兼）課長　大平卓治

玉井直江

中島俊博

－

係長等　氏名

－

係長等　氏名

宮下正和

（兼）課長　野竹英二

大平崇史

係長等　氏名

藤澤壮士

（兼）課長　秦　博実

係長等　氏名

森　祐二

松澤一生

（兼）課長　鈴木浩孝

影原　房

宮澤真由美

係長等　氏名

渡久山直樹

（兼）課長　後藤浩二

係長等　氏名

藤澤久美

（主査）

係長等　氏名

影原重喜

－

－

階

２階

出先

階

２階

階

２階

階

１階

階

１階

出先

階

１階

階

出先

階

出先

係員氏名

坂田一万　・　柿下麻衣

柳澤慶介　・　（後藤泰計）

－

瀧澤　翔

係員氏名

－

係員氏名

小林勇太

宮澤栄朗　・　飯泉幸大　・　小瀬水　渉

服部誠司　・　（板倉保孝）

係員氏名

－

長田みゆき

係員氏名

玉置唯乃

金田祥吾　・　（保健師）赤松大輔　・　（杉浦志乃）

栗生瑛理　・　新田泰祐　・　（宮澤育子）

（大平伸次）　・　（鈴木隆雄）　・　（秋波雅子）

成瀬理沙　・　花輪加奈子　・　黒田あゆみ　・　（山崎一代）　・

（小島みゆき）

係員氏名

橋爪　貴　・　伊藤祐介　・　（兼）多羅澤直樹

大平成二　・　多羅澤直樹（県からの派遣）

内藤孝雄　・　田島迪朗

係員氏名

（兼：藤澤保夫）

（藤澤保夫・波田野茂富・村松二三子・田村元子・白上政江・宮澤朝子・

杉本まる美・村松秀子）

係員氏名

宮澤寿幸　・　青木裕一郎　・　（瀧澤るみ子）　・　（内藤有香）

後藤三八子　・　（金田久美子）

伊藤照子

総務課 課長：大平卓治

議会事務局 事務局長：橘　謙治

建設課 課長：野竹英二

税務会計課 課長：秦　博実

住民課 課長：鈴木浩孝

地域振興課 課長：後藤浩二

南支所・天龍温泉 所長：清水保秀

教育委員会

社会福祉協議会派遣 特別養護天龍荘　　所　長　花田清一
民間企業派遣 　　㈲天龍農林業公社　副社長　熊谷弘幸 
南信州広域連合派遣 　　　　　　　　　　　　　斎藤正宏 

（　）は臨時職員
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3
号
（
１
月

発
行
）
で
公
表
後
、
３
月
31
日
現

在
で
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
石
谷
　
一
儀
様
　
●
原
　
　
隆
二
様

●
鶯
巣
　
宏
臣
様
　
●
疋
田
　
徹
　
様

●
大
石
　
孝
　
様
　
●
内
田
　
大
心
様

●
高
山
　
善
弘
様
　
●
小
高
　
徹
　
様

●
山
田
蓮
三
郎
様
　
●
長
木
　
康
典
様

　
本
人
の
希
望
に
よ
り
氏
名
を
公

表
で
き
な
い
方
が
い
ま
す
。
今
回

は
42
名
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
ふ

る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
か
ら
も

申
込
み
が
で
き
ま
す
。
決
済
方
法

は
金
融
機
関
か
ら
の
振
込
み
の
ほ

か
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
能

で
す
。
な
お
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

役
場
窓
口
で
も
承
っ
て
い
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp/

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を

　
　
　
　
　受
検
し
ま
し
ょ
う

　
村
営
水
道
未
普
及
地
区
を
対
象

に
、安
定
し
た
生
活
用
水
の
確
保

を
目
的
と
し
て
、個
人
が
整
備
す

る
水
道
施
設
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

【
対
象
者
】

○
村
営
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

○
天
龍
村
の
住
民
で
あ
る
こ
と

【
補
助
対
象
経
費
】

○
事
業
費
1
0
0
万
円
を
限
度
と

し
て
、７
割
を
補
助
し
ま
す
。

※
２
戸
が
共
同
で
整
備
す
る
場
合

は
事
業
費
・
補
助
金
と
も
２
倍

に
な
り
ま
す
。

【
交
付
対
象
施
設
】

○
水
源
地
か
ら
の
取
水
・
送
水
に

必
要
な
施
設

○
配
水
池
等
・
配
水
に
必
要
な
施

設
※
宅
地
内
の
配
管
に
要
す
る
費
用

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◎
こ
の
補
助
金
は
、１
世
帯
１
度

だ
け
の
利
用
に
な
り
ま
す
。
慎

重
に
検
討
し
て
、ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　
不
明
な
点
は
、役
場
建
設
課
環

境
水
道
係
☎（
32
）１
０
２
２
へ
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

南信県税事務所飯田事務所（飯田
合同庁舎内）で行っている課税業務
が、南信県税事務所（伊那合同庁舎
内）に移管しました。
４月以降、課税内容や減税手続き
のお問合せは伊那の南信県税事務所
へお願いします。
なお、各種申告書や届出書は飯田
事務所へも提出できます。税金のお
支払いや納税証明書の発行も従来ど
おりです。

〈移管した業務〉
※法人県民税・事業税、個人事業税、
不動産取得税の課税業務
お問合せ先：南信県税事務所飯田事

務所　☎0265-53-0405

南信県税事務所からのお知らせ

和
知
野
川

　キ
ャ
ン
プ
場

　
　
　オ
ー
プ
ン

大
河
内
森
林
公
園

キ
ャ
ン
プ
場

　
　
　
　オ
ー
プ
ン

４
月
20
日
㈮
か
ら
大
河
内
森
林

公
園
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
１
区
画
１

泊
２
，
０
０
０
円
で
す
。

フ
リ
ー
の
テ
ン
ト
広
場
は
予
約
不

要
で
テ
ン
ト
１
張
１
泊
１
，
０
０
０

円
で
す
。

静
か
な
場
所
で
思
い
思
い
の
ア
ウ

ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。（
予
約
、
お
問
合
せ
先
…
地

域
振
興
課
商
工
観
光
係

☎
32
‐
1
0
2
3
）

４
月
１
日
㈰
か
ら
和
知
野
川

キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
平
日
・
日
曜
日
・

祝
日
は
１
棟
１
泊
５
，
０
０
０
円
、

土
曜
日
と
祝
日
の
前
日
・
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
・
お
盆
の
期
間
中
は

１
棟
１
泊
８
，
０
０
０
円
で
す
。

フ
リ
ー
サ
イ
ト
の
利
用
料
金
は
、

テ
ン
ト
１
張
（
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

１
台
）
１
泊
に
つ
き
１
，
０
０
０
円

で
す
。（
予
約
、
お
問
合
せ
先
…
地

域
振
興
課
商
工
観
光
係

☎
32
‐
1
0
2
3
）

浄
化
槽
法
で
は
、
生
活
環
境
の

保
全
や
公
衆
衛
生
の
向
上
の
た
め
、

浄
化
槽
を
お
使
い
の
方
に
、
保
守

点
検
や
清
掃
の
ほ
か
、
年
１
回
の

法
定
検
査
（
浄
化
槽
法
第
11
条
検

査
）
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
検
査
方
法
が
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
変
更
内
容

浄
化
槽
法
第
11
条
検
査
項
目
に
、

新
た
に
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）
の
検
査
が
加
わ
り
、

よ
り
効
率
的
で
充
実
し
た
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

※
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は
、
水
の
汚
れ
を
示
す

重
要
な
指
標
で
す
。Ｂ
Ｏ
Ｄ
検

査
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
排
出

さ
れ
る
生
活
排
水
の
汚
れ
や
浄

化
槽
の
状
態（
故
障
な
ど
）を
知

る
こ
と
が
で
き
、
修
理
な
ど
早

急
な
対
応
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

▼
年
１
回
の
法
定
検
査
を

Ｂ
Ｏ
Ｄ
検
査
導
入
に
よ
り
、
検

査
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。
対
象

と
な
る
全
て
の
ご
家
庭
で
年
１
回

の
法
定
検
査
の
確
実
な
受
検
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
合
せ

○（
公
社
）長
野
県
浄
化
槽
協
会
　

南
信
支
所

☎
0
2
6
5（
72
）5
7
4
0

地区名

為 　 栗

長 島 宇 連

折 　 立

清 　 水

東 原 Ａ

東 原 Ｂ

西 　 原

中 　 央

北

本 　 町

余 　 野

岡 　 本

長 野 町

長 　 野

南 　 上

南 　 中

栄 　 町

南 　 下

松 　 島

松 島 中 電

長 　 沼

鶯 　 巣

十 久 保

下 　 山

中 井 侍

途 中 上 平

鶯 巣 宇 連

福 　 島

倉 の 平

坂 　 部

中 　 組

戸 　 口

大 久 那

合 　 戸

見 　 遠

向 　 方

峠 　 山

大 河 内

梨 　 畑

平成30年度地区担当職員名簿及び配置表
平成30年4月1日現在

～ 税金を　納めて守ろう　いいくらし ～ ～ 安心を　もたらす税よ　ありがとう ～

影 原 　 　 房

花 田 　 清 一

渡 久 山 直 樹

鈴 木 　 浩 孝

秦 　 　 博 実

渡 久 山 直 樹

野 竹 　 英 二

花 田 　 清 一

橘 　 　 謙 治

熊 谷 　 弘 幸

森 　 祐 二

影 原 　 　 房

後 藤 　 浩 二

橘 　 　 謙 治

大 平 　 卓 治

中 島 　 俊 博

大 平 　 崇 史

藤 澤 　 壮 士

大 平 　 卓 治

熊 谷 　 弘 幸

玉 井 　 直 江

秦 　 　 博 実

後 藤 　 浩 二

鈴 木 　 浩 孝

影 原 　 重 喜

玉 井 　 直 江

野 竹 　 英 二

大 平 　 崇 史

森 　 　 祐 二

斎 藤 　 正 宏

清 水 　 保 秀

松 澤 　 一 生

大 平 　 成 二

長 田 み ゆ き

宮 下 　 正 和

伊 藤 　 祐 介

内 藤 　 孝 雄

大 平 　 成 二

清 水 　 保 秀

松 澤 　 一 生

坂 田 　 一 万

金 田 　 祥 吾

影 原 　 重 喜

藤 澤 　 久 美

橋 爪 　 　 貴

宮 下 　 正 和

田 嶋 　 迪 朗

柿 下 　 麻 衣

飯 泉 　 幸 大

服 部 　 誠 司

宮 澤 　 寿 幸

青 木 裕 一 郎

小 林 　 勇 太

坂 田 　 一 万

藤 澤 　 壮 士

服 部 　 誠 司

柳 澤 　 慶 介

内 藤 　 孝 雄

赤 松 　 大 輔

宮 澤 　 栄 朗

飯 泉 　 幸 大

橋 爪 　 　 貴

伊 藤 　 祐 介

成 瀬 理 沙

小 瀬 水 　 渉

赤 松 　 大 輔

花 輪 加 奈 子

伊 藤 照 子

柿 下 　 麻 衣

小 林 　 勇 太

後 藤 三 八 子

青 木 裕 一 郎

玉 置 　 唯 乃

宮 澤 真 由 美

花 輪 加 奈 子

黒 田 あ ゆ み

新 田 　 泰 祐

宮 澤 　 寿 幸

宮 澤 　 栄 朗

新 田 　 泰 祐

宮 澤 真 由 美

金 田 　 祥 吾

成 瀬 理 沙

伊 藤 照 子

柳 澤 　 慶 介

玉 置 　 唯 乃

黒 田 あ ゆ み

長 田 み ゆ き

瀧 澤 　 　 翔

藤 澤 　 久 美

田 嶋 　 迪 朗

小 瀬 水 　 渉

担当職員名



広 報　天　　龍（８）平成30年４月25日（15）広 報　天　　龍 平成30年４月25日

　
平
成
29
年
度
電
源
立
地
地
域
対

策
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
昨
年

度
は
３
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
交
付
金
は
ダ
ム
な
ど
の
発

電
施
設
の
あ
る
市
町
村
へ
交
付
さ

れ
、
天
龍
村
に
は
約
３
千
万
円
程

度
が
毎
年
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
村
道
天
竜
川
線
の
法

面
防
災
工
事
、
林
道
虫
川
新
野
峠

線
の
舗
装
工
事
に
加
え
、
子
育
て

支
援
基
盤
強
化
の
た
め
、
保
育
所

運
営
費
用
を
事
業
費
と
し
て
申
請

し
ま
し
た
。

①
村
道
天
竜
川
線

　
　法
面
防
災
工
事
（
中
井
侍
）

　
平
成
28
年
度
に
引
き
続
き
、
落

石
の
多
い
箇
所
へ
の
モ
ル
タ
ル
吹

付
を
実
施
し
ま
し
た
。
鶯
巣
宇
連

地
区
の
唯
一
の
路
線
と
し
て
安
全

性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

②
林
道
虫
川
新
野
峠
線

　
　
　
　
　
　舗
装
工
事

　
未
舗
装
区
間
を
減
ら
す
こ
と
で
、

安
心
・
安
全
な
通
行
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
残
り
の
未
舗
装
区
間
に

つ
い
て
も
経
過
観
察
を
し
、
ま
た

次
年
度
以
降
に
本
事
業
を
活
用
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
保
育
所
運
営
事
業

　
　
　保
育
所
職
員
の
人
件
費

　
本
交
付
金
の
活
用
に
よ
り
、
保

育
士
２
名
の
人
件
費（
６
ヶ
月
分
）

を
確
保
で
き
た
こ
と
で
、
地
域
格

差
の
な
い
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
子
育
て

世
代
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ

る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

平
成
29
年
度
事
業
概
要

村道天竜川線防災工事

林道虫川新野峠線舗装工事

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

①休憩スペースの確保のため、平成30年度において皆さ
んのお声を聞き入れる体制を設け、利用しやすい施設
となるよう検討・計画を図ります。

②お詫びをし、まず看板により危険個所を周知。その上
で施設管理の対応する旨で回答。
施設長からもご本人へ電話連絡によりお詫びをしまし
た。

③ご来場に感謝し、ご利用しやすい環境となるよう、施
設管理に努めさせていただく旨を回答しました。

①貴重なご意見として龍泉閣に意見を伝えました。
高齢者の多い本村にも利用しやすい施設となるための
対応であり、ご理解をお願いしたいと思います。
②龍泉閣の経営検討委員会にはかり、検討し、龍泉閣へ
伝えました。
また、おきよめの湯のレストランでもこうしたアイデ
ア料理が提供できるよう検討を行います。
地区の皆さんの安心安全を守るため、どうしても校庭
での工事が必要となり、桜の木を切らなくてはなりま
せん。
桜の木を別の場所へ移すことも考えましたが、樹齢も
長く、専門家でも難しいようです。道路開設後には新
しい苗木を植えることを検討し、いずれ小学校で桜の
観覧ができるように配慮しますので、今回は桜の木を
切ることにご理解をお願いします。

①温泉とても気持ちよかったです。
休憩スペースが奥すぎてわかりにくい。
もう少しゆっくりできるように配慮すればリ
ピーターも増えると思います。
②露天風呂内の排水溝の所の水の勢いが強く、
足が吸われるので危ないです。
子供が排水溝に足を置いたら危険なので改善
されると良いと思います。
私自身も、足にあざが出来ました。
③以前には無かったコンディショナーやロッ
カー等が設置され、ありがたかったです。
お湯の良さに定評はあるけど、色々と改善さ
れ、ますます来やすくなりました。
①龍泉閣４階大座敷をフロアー仕上げにすると
聞きました。畳の上に調度品等を置くべきで
はないと思います。
②今、さかんにダムカレーやダムラーメンが話
題になっています。平岡ダムを有する本村で
もチャレンジしてみてください。

天龍小学校の桜の木を切ってしまうようです
が、すごく悲しいです。もう一回考え直して
桜の木を切らないようにできませんか。

設 置 場 所

おきよめの湯

龍 泉 閣

そ の 他

提言ボックスは役場、龍泉閣、なんでも館、おきよめの湯に設置されています。
　毎月多くのご提言をいただき、ありがとうございます。みなさんから頂戴した意見は、村の会議で検討させていただき、住所・氏名の記名があるものは
すべて文章で回答を差し上げております。その際の個人情報はご意見に対する回答以外に使用されることはありませんので、ご意見をお寄せいただく際は
記名にて投稿くださいますようお願いします。

（平成29年度受付分抜粋）

回答・対応等提言の概要及び提案者

3535

３
月
１
日
付
け
で
天
龍
村

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
就
任

し
た
本
多
紗
智
で
す
。

東
日
本
大
震
災
を
身
近
に

経
験
し
、
都
会
の
暮
ら
し
に

疑
問
を
抱
き
、
自
然
と
と
も

に
生
き
る
暮
ら
し
を
求
め
、

主
に
農
業
を
し
な
が
ら
の
旅

暮
ら
し
を
経
て
秘
境
・
天
龍

村
へ
辿
り
着
き
ま
し
た
。

当
面
は
配
属
先
の
農
林
業

公
社
で
ゼ
ロ
か
ら
農
業
を
学

び
直
し
て
い
き
ま
す
。

食
べ
る
・
作
る
・
読
む
・

聴
く
・
話
す
・
変
な
も
の
・

面
白
い
ひ
と
が
大
好
き
。
ス

パ
イ
ス
・
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た

世
界
各
地
の
料
理
を
研
究
し

て
作
る
の
が
一
番
の
趣
味
で
、

最
近
は
木
工
・
D
I
Y
・
和

太
鼓
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

色
々
と
お
世
話
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て
。
２
月
よ

り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
し
て
い
る
初
瀬
健
太

で
す
。
佐
賀
県
基
山
町
の
出

身
で
、
現
在
26
歳
に
な
り
ま

す
。こ

れ
ま
で
の
あ
り
が
隊
と

は
異
な
り
、
天
龍
農
林
業
公

社
に
勤
務
し
て
お
り
、
大
河

内
地
区
の
稲
作
や
柚
子
、
お

茶
、
あ
け
び
な
ど
の
剪
定
や

収
穫
を
主
に
行
っ
て
い
き
ま

す
。
大
学
卒
業
後
か
ら
北
海

道
や
沖
縄
の
農
家
さ
ん
の
と

こ
ろ
で
収
穫
の
仕
事
を
し
て

き
た
の
で
す
が
、
栽
培
に
関

し
て
は
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。
天
龍
村
の
自
然
や
人

と
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
関
係

を
大
切
に
、
日
々
学
び
な
が

ら
農
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

本
多
紗
智

初
瀬
健
太

は

つ

せ

け

ん

た

ほ

ん

だ

さ

ち

　
今
年
度
よ
り
天
龍
村
役
場
の
職
員

と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
、
田
嶋

迪
朗
と
申
し
ま
す
。

　
出
身
は
阿
南
町
の
新
野
地
区
で
す
。

昨
年
四
月
ま
で
は
、
愛
知
県
の
知
多

半
島
で
塾
講
師
と
し
て
働
い
て
お
り

ま
し
た
。

　
私
の
母
は
天
龍
村
の
出
身
で
、
私

も
小
さ
い
頃
、
母
に
連
れ
ら
れ
て
よ

く
村
に
遊
び
に
来
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
自
然
が
豊
か
で
、
人
と
人
と

の
距
離
が
近
く
、
村
民
の
皆
様
の
心

の
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

ん
な
天
龍
村
で
働
け
る
こ
と
を
、
大

変
有
難
く
、
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　
役
場
職
員
と
し
て
も
、
村
民
と
し

て
も
一
年
目
で
、
至
ら
な
い
と
こ
ろ

も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
村

の
役
に
立
て
る
よ
う
、
精
一
杯
努
力

し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
天
龍
村
役
場
で
お
世

話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
小

林
勇
太
と
申
し
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ

た
故
郷
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
は
、

松
本
市
の
大
学
で
地
域
と
関
わ
り
な

が
ら
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ん
で

お
り
ま
し
た
。
四
年
間
天
龍
村
か
ら

離
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ま
た
こ
う

し
て
、
故
郷
で
あ
る
天
龍
村
に
戻
る

と
共
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

考
え
る
と
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
今
ま
で
自
分
を
育

て
て
く
れ
た
天
龍
村
と
村
民
の
皆
様

へ
の
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
努
め
て

参
り
ま
す
。

　
至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

田嶋迪朗

小林勇太

みちろうたじま

ゆうたこばやし

～ 税金は　未来をつくる　第一歩 ～～ 税金は　安全道の　第一歩 ～



広 報　天　　龍（16）平成30年４月25日（７）広 報　天　　龍 平成30年４月25日

　昨年５月29日㈪から、全国の法務局において、各種相続手続に利用することのできる「法定相続情報証明制
度」が始まりました。
　この制度は、法定相続人がだれであるのかを登記官が証明するものです。利用に当たっては、法務局に亡く
なられた方の出生から死亡までの戸籍等を提出していただくこととなります。そして、各種の相続手続（預金
の払戻しや相続登記等）において、この証明書を戸除籍謄本等の代わりに提出していただければ、複数の手続
を同時に進められ、時間短縮につながるメリットがあります。
　是非、この制度をご利用ください。詳しくは、長野地方法務局飯田支局へお問い合わせください。法務局ホー
ムページにも掲載しております。
※相続手続で必要となる書類は、各機関で異なりますので、必要な書類は提出先となる各機関にご照会ください。

【問い合わせ】長野地方法務局飯田支局（☎0265-22-0014）

「法定相続情報証明制度」をご利用ください
　地方公共団体の会計制度は1年間の現金の出入りを単純・明確に表現するために優れた会計です。しかし資産や将来の負担などについて
の全体像は把握できません。そのため公会計制度では、現金の収支だけにとらわれない発生主義の考え方に基づき、資産や負債の状況を
示し、あわせて関係する団体との連結を行なうことで、地方公共団体の決算を新しい角度から情報開示します。
　財務諸表は、貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の４表により構成されます。
　天龍村では従来、「総務省方式改訂モデル」により作成してきましたが、平成28年度決算より国から示された「統一的な基準」により作
成しました。これにより、自治体同士を比較することが可能となりました。
　なお、財務書類は一般会計、全体会計（一般会計＋特別会計（国保、水道、下水道、介護、後期高齢者））、連結（全体会計＋第３セクター、
広域連合、一部事務組合）の3種類を作成しています。
①貸借対照表
　貸借対照表は、会計年度末時点において、村が住民サービス提供するために保有している資産と、その資産をどのようにして調達して
きたかを総括的に対照表示したものです。表の左側に村が保有している土地・建物・預金などの「資産」を示し、表の右側に、その資産
を形成するために将来世代が負担し今後支払が必要となる「負債」と、今までの世代が既に負担した「純資産」の金額が示されています。

統一的な基準による平成28年度天龍村の財務書類を公表します

資　産 負　債 純資産＝ ＋

③純資産変動計算書
　村の純資産（資産と負債の差額）の増減を示したものです。
今までの世代が負担してきた部分である純資産が、１年間
でどう増減したかが分かります。

②行政コスト計算書
　村の１年間の行政活動のうち、福祉やごみの収集など資産形成に結
びつかない行政サービスの経費と、その行政サービスの対価として得
られた収入金等の財源を対比させた表です。

④資金収支計算書
　１年間の行政活動による資金収支を、行政サービスの提供に係る「業務活動収支」、固定資産の取得などの「投資活動収支」地方債の発行、
償還などの「財務活動収支」の３つに分け計算したものです。

※各表の金額は主なものを記載しており、また、表示単位未満を
四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

～ 税金で　つくろう日本の　安心を ～ ～ 税金が　支える社会 ～
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※H28年度までは実績、H29は決算見込み、H30は当初予算で算出。

（単位：万円）

（単位：万円）

年度末残高

借入額

公債費

年度
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

当初予算額
283,900
287,600
268,200
251,000
260,800
222,000
209,600
192,600
187,500
178,700
179,000
179,000
176,000
204,000
170,000
197,400
173,600
160,000
166,000
173,000

年度

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

公債費

55,068

61,204

63,028

61,932

64,358

68,411

76,710

78,178

84,989

74,594

72,273

56,233

54,965

47,384

35,791

30,251

27,538

22,213

29,131

29,179

借入額

67,990

75,120

74,240

69,010

79,890

36,730

29,140

22,360

15,762

15,288

16,507

25,474

20,963

51,309

20,554

40,059

64,471

24,114

33,199

25,830

年度末残高

409,536

434,730

456,474

473,469

497,713

474,183

438,963

389,540

325,731

270,884

218,675

190,713

158,994

164,656

150,900

161,925

199,962

202,822

207,721

205,061

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

直
近
20
年
の
当
初
予
算
額
推
移

直近２０年間の村債借入額等推移

140,000

160,000

180,000

200,000

220,000

240,000

260,000

280,000

300,000

総
合
交
流
促
進
施
設
整
備

役場耐震補強

天龍保育所整備

温泉大規模改修

～ 税金は　よりよい国への　第一歩 ～～ 未来とは　自分達でつくりあげていくものなので　税金を納めよう ～

広 報　天　　龍（６）（17）広 報　天　　龍



歳出項目

人件費

物件費

扶助費

補助費等

普通建設
事業費

繰出金

予算額

3億3,427万円

2億9,313万円

1億 595万円

1億8,787万円

3億8,996万円

1億710万円

前年差

511万円

2,643万円

318万円

△1,028万円

6,793万円

△2,924万円

前年比

101.6%

109.9%

103.1%

94.8%

121.1%

78.6%

主な歳出の手当、費用の説明

委員報酬・議会議員・特別職・一般職員の給与・手当です

臨時職員の賃金、消耗品や燃料、電話料、郵便料、備品購入費、各
種委託料などです

法に基づき、児童、生徒、障がい者、高齢者に対して支払われる医
療費給付などです

建物や自動車の保険料、広域連合など他団体に対する負担金や補助
金・交付金です

道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する負担金です

一般会計から国保や水道・下水、介護保険などの特別会計へ支出さ
れるものです

※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。性質別経費

※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。目的別経費

歳出項目

総務費

民生費

農林水産
業費

商工費

土木費

教育費

公債費

予算額

2億6,709万円

3億1,194万円

1億6,924万円

7,195万円

3億3,434万円

1億2,220万円

2億9,179万円

前年差

△459万円

△3,033万円

559万円

579万円

6,355万円

1,023万円

49万円

前年比

98.3%

91.1%

103.4%

108.7%

123.5%

109.1%

100.2%

主な歳出の手当、費用の説明

おもに村の基本的な行財税政の運営のための経費です
職員給の区分見直しによる減が主な減少要因です

福祉など住民生活のための経費です
国民健康保険特別会計繰出金の減が主な減少要因です

農林業に関する経費です
東京五輪に係る事業費の増が主な増加要因です

商工業や観光・温泉に関する経費です
おきよめの湯レストラン・売店運営業務委託料の増が主な増加要因です

村道整備や住宅などに関する経費です
トンネル修繕工事の増が主な増加要因です

小・中学校や社会教育などに関する経費です
天龍梅花駅伝運営委員会補助金の増が主な増加要因です

国などから借り入れた村債の返済金です
今年度も将来の負担を軽減するため、繰上償還を行います

広 報　天　　龍（18）平成30年４月25日（５）広 報　天　　龍 平成30年４月25日

人件費
33,427
19.3%

公債費
29,179
16.9%

普通建設事業費
38,996　22.5%

扶助費
10,595　6.1%

物件費
29,313
16.9%

補助費等
18,787　10.9%

繰越金
10,710　6.2%

積立金
338　0.2%

災害復旧費
11　0.0%

予備費
300　0.2%

維持補修費
1,344　0.8%

総務費
26,709
15.3%

民生費
31,194
18.0%

土木費
33,434
19.3%

公債費
29,179
16.9%教育費

12,220
7.1%

災害復旧費
11　0.0%

商工費
7,195　4.2%

消防費
6,209
3.6%

農林水産業費
16,924　9.8%

衛生費
6,052　3.5%

労働費
8　0.0%

議会費
3,565　2.1%

その他
0　0.0%予備費

300
0.2%

（単位：万円）
（単位：万円）

歳 出

性質別 目的別

義務的
経　費
73,201
42.3%

投資的
経　費
39,007
22.6%

その他
経　費
60,792
35.1%

～ 税金を　おさめてつくる　日本の未来 ～ ～ 税金は　明日をつくる　パートナー ～

異動があった時はお早めに！国保への加入・脱退手続きを

１年に１度は、特定検診を受けましょう！

がん検診等一覧表

３月から４月にかけては就職や退職、転入・転出など異動が多くなる時期です。新たに国保に加入するときや、
国保から他の健康保険に変わるときには届出が必要です。国民健康保険と他の健康保険（社保など）の加入者に異
動があった場合は、自動的に資格変更の手続きが出来ませんので、必ず本人、又は家族の方の届出が必要です。

国保に加入・脱退の手続きはお早めにお願いします。

★国保への加入の届出・脱退の手続きが遅れると、保険税を２重に納めることになったり医師の診療を受けるときにトラブルの原
因になったりしますので、異動があった場合はお早めに手続きをお願いします。【問い合わせ先　健康支援係　☎ 32-1021】

国保に加入す
るとき

国保を脱退す
るとき

こんなときには届出が必要です
他の市町村から転入してきたとき
職場の健康保険をやめたとき
職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき
国保加入世帯で子供が生まれたとき
他の市町村に転出するとき
職場の健康保険に加入したとき
職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被保険者が死亡したとき

届出に必要なもの
他市町村の転出証明、印鑑
職場の健康保険を脱退した証明・印鑑、年金手帳
被扶養者ではないという証明、印鑑、年金手帳
保険証、母子健康手帳、印鑑
保険証、印鑑
国保と社保の両方の保険証、印鑑
（社保の保険証未交付の場合は加入証明書）
保険証、印鑑、年金手帳



広 報　天　　龍（４）平成30年４月25日（19）広 報　天　　龍 平成30年４月25日

　平成30年度の一般会計及び特別会計の当初予算が３月定
例議会で承認されました。
　一般会計では、歳入・歳出総額が17億3,000万円となり、
前年度比103.8％の予算となりました。

（単位：万円）

国 民 健 康 保 険

村 営 水 道

村 営 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

1億3,415万円

6,415万円

5,178万円

2億9,515万円

2,976万円

17億3,000万円
平成30年度 一般会計当初予算

特　別　会　計

村債
25,830
14.9%

地方交付税
84,500　48.9%

村税
19,431
11.2％

繰入金
5,652 3.3%

その他
5,333 3.1%

使用料及び手数料
3,774　2.2%

諸収入
3,147　1.8%

その他
3,871　2.2%

県支出金
18,219
10.5%

国庫支出金
3,243　1.9%

前年比
3.8％増の

歳入項目

村税

地方交付税

国･県支出金

繰入金

村債

予算額

1億9,431万円

8億4,500万円

2億1,462万円

5,652万円

2億5,830万円

前年差

△450万円

1,700万円

6,080万円

△1,448万円

500万円

前年比

97.7%

102.1%

139.5%

79.6%

100.2%

歳入についての説明

みなさんから村に納めていただく税金の総額です。
国に納められた税の再分配や、過去に借り入れた起債（借金）の償
還金に対する補てんも含まれています。

定められた事業に対し、国や県から交付される補助金や委託金です。

今まで積み立てていた基金（貯金）をさまざまな目的のために取り
崩し、一般会計に繰り入れます。おもに村の借金の繰上償還（返済）
に活用します。

道路整備などの財源として国から借り入れる借金です。ただしのち
に国から交付税措置が受けられる起債（辺地・過疎対策事業債）な
ど村の財政面で有利なものを借り入れます。

■自主財源　20.7％
　3億5,875万円
■依存財源　79.3％
　13億7,125万円

歳 入

◎平成30年度のおもな事業

～ 納税で　日本の未来　輝かそう ～～ 税納め　見つける正解　輝く世界 ～

おもな事業名
【新】空き家片づけ事業補助金
【新】ホームページリニューアル業務委託料
【拡充】インフルエンザ予防接種補助事業
【新】農地荒廃化防止事業補助金
【新】東京五輪木材提供事業委託料
【新】間伐材運搬事業補助金

林道改良事業
有害鳥獣駆除等補助金

【新】観光案内版設置工事（南信濃下市場トンネル）
トンネル修繕工事

村道改良事業

【新】電源立地交付金　小型ポンプ購入事業
【新】防災行政無線同報系デジタル化工事実施設計委託料
【新】Ｊアラート受信機更新工事

児童生徒給食費援助費
【新】小中学生入学祝金
【新】図書館照明改修工事
【新】校舎漏水対策改修工事（中学校）

事業費
100万円
334万円
176万円
300万円
303万円
200万円

6,961万円
605万円
60万円

9,990万円

1億4,853万円

205万円
799万円
472万円
185万円
24万円

126万円
201万円

事　業　内　容
村の空き家バンクに登録された空き家の家財道具などの処分費用を助成します
天龍村ホームページのリニューアルにかかる委託料です
全村民の方を対象にインフルエンザ予防接種にかかる費用を補助します
農地を借り受け、耕作及び管理する方（団体含む）を対象に補助金を交付します
五輪選手村ビレッジへの木材提供事業にかかる委託料です
間伐材を原木市場等へ運搬するための補助金を交付します
主に向方線、大久那線（ともに拡幅改良）、虫川新野峠線（法面防災）にかかる費用です
シカ、イノシシ、サルなどの有害鳥獣駆除に対する補助金を交付します
観光案内版（下市場トンネル出口）の設置にかかる費用です
村道天竜川線、長野長島線のトンネル修繕にかかる費用です
主に明ヶ島線（拡幅改良）、向山線、浪合線（ともに舗装）、天龍小学校下線（開
設）、松葉線（側溝改良）、天竜川線（法面防災）にかかる費用です
消防活動で使用する小型ポンプ機の更新にかかる費用です
防災行政無線の同報系のデジタル化に向けた実施設計にかかる委託料です
Ｊアラート受信機の更新にかかる費用です
天龍小・中学校、児童・生徒の給食費を100％補助します
天龍小・中学校へ入学される家庭へ入学祝の商品券を贈呈します
なんでも館内図書館のＬＥＤ化にかかる費用です
天龍中学校校舎階段棟及び教室棟の一部の漏水対策にかかる費用です

　
皆
さ
ん
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

や
す
い
で
す
か
？
人
に
よ
っ
て

ス
ト
レ
ス
の
感
じ
方
、発
散
方

法
は
様
々
で
す
。
今
回
は
日
々

の
生
活
を
振
り
返
り
、ス
ト
レ

ス
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
よ
う
】

　
ス
ト
レ
ス
状
態
は
、
自
分
で

は
気
が
つ
き
に
く
い
も
の
で
す
。

次
に
あ
げ
る
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
よ
う
。

□
忙
し
い
日
々
が
続
い
て
い
る
。

□
睡
眠
に
満
足
感
が
得
ら
れ
な
い
。

□
食
欲
が
変
化
し
た
。

□
外
出
が
お
っ
く
う
に
な
っ
た
。

□
物
事
に
こ
だ
わ
り
や
す
く

な
っ
て
い
る
。

□
他
人
や
物
事
に
苛
立
つ
こ
と

が
多
い
。

□
物
事
を
悪
い
方
に
考
え
る
こ

と
が
多
い
。

　
こ
れ
ら
に
多
く
の
チ
ェ
ッ
ク

が
入
っ
た
方
は
、
か
な
り
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

【
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
工
夫
】

　
で
は
、ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

た
め
に
は
、ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
。一
例
を
取
り
上
げ
た
の
で
、

参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
生
活
編
）

○
睡
眠
時
間
を
確
保
す
る
。

○
毎
日
3
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

事
す
る
。

○
適
度
な
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ

で
体
を
動
か
す
。

○
ゆ
っ
た
り
お
風
呂
に
入
る
。

規
則
正
し
い
食
生
活
、
睡
眠

を
と
る
こ
と
で
自
律
神
経
を

整
え
、
こ
こ
ろ
を
落
ち
着
か

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
考
え
方
編
）

○
疲
れ
た
ら
、
無
理
を
せ
ず
に

休
む
。

○
自
分
の
限
界
を
知
り
、
あ
れ

も
こ
れ
も
と
手
を
出
さ
な
い
。

○
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
認
め
る
。

○
大
切
な
人
と
の
関
係
を
大
事

に
す
る
。

　
ス
ト
レ
ス
に
振
り
回
さ
れ
な

い
人
、
ス
ト
レ
ス
を
自
己
の
力

で
小
さ
く
で
き
る
人
は
、
意
識

的
に
、
ま
た
は
無
意
識
に
こ
れ

ら
の
努
力
を
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

【
心
に
余
裕
の
あ
る
生
活
を
】

　「
幸
、不
幸
は
自
分
の
胸
三
寸

が
決
め
る
」と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
自
分
の
心
が
け
次
第

で
人
生
を
ス
ト
レ
ス
の
多
い
も

の
に
も
、少
な
い
も
の
に
も
で

き
る
の
で
す
。
先
に
紹
介
し
た

方
法
を
試
し
、自
分
に
あ
っ
た

ス
ト
レ
ス
解
消
方
法
を
見
つ
け
、

心
に
余
裕
の
あ
る
生
活
を
目
指

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

保
健
師
だ
よ
り

ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な

　
　
　
　付
き
合
い
方

ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な

　
　
　
　付
き
合
い
方

ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な

　
　
　
　付
き
合
い
方

国民健康保険にご加入の皆さんへ

人間ドック補助制度をご利用ください
昨年度から引き続き、今年度も生活習慣病などの早期発見、早期治療を目的とし、加入者の健康保持増進を

図るため、人間ドック費用の一部の補助を拡充し行います。国保加入者の方は、ぜひご利用ください！

・40歳以上74歳以下の天龍村国民健康保険に加入している方

・人間ドック受診 阿南病院 20,000円
   その他医療機関 13,000円
・脳ドック受診   16,000円（単独で受診）
     　8,000円（人間ドックオプション時）

・人間ドック等受診後に健診結果を村へ提出した方。
・年度内（４月から翌年３月）に補助を受けていないこと。
　（補助は年度内で、人間ドック、脳ドック１回ずつとなります）
・年度内に村の集団特定検診や個別特定検診を受診していない方。
・申請日において、天龍村国保税を滞納していない世帯に属する方。

①個人で医療機関に予約をする。
②人間ドック等を受診する。
③健診結果が届いたら、役場窓口にて健診結果と領収書を添えて補助金の申請手続きを行う。
④後日、補助金の振込を行います。

・申請書（役場窓口、南支所にあります）　・領収書（原本）
・人間ドック健診結果（コピー）　・振込先が分かるもの　・印鑑

・７月以降に人間ドックを受診される方は、６月に送付予定の特定検診の受診券を持参して人間ドックを受
診してください。

　４月～６月に人間ドックを受診される方は、７月に行う集団特定検診を受診する必要はありません。
・その他不明な点はお問い合わせください。

対象者

助成金額

注意事項

補助の流れ

補助を受けられる条件

申請に必要なもの

～お問い合わせ先～　住民課　健康支援係　☎32－1021

拡充
しました!



広 報　天　　龍（20）平成30年４月25日（３）広 報　天　　龍 平成30年４月25日

平成29年度　補　正　予　算

計

19億888万円

20億7,592万円

1億9,919万円

7,865万円

7,934万円

5,219万円

2億8,529万円

補正額

323万円

1億6,704万円

55万円

205万円

69万円

△3万円

920万円

会    計    名

一　　　　　般（第７号）専決

一　　　　　般（第８号）　　

国民健康保険　（第３号）　　

村　営　水　道（第５号）専決

村　営　水　道（第６号）　　

村営下水道事業（第３号）　　

介　護　保　険（第４号）　　

補正前の額

19億565万円

19億888万円

1億9,864万円

7,660万円

7,865万円

5,222万円

2億7,609万円

平
成
30
年
度
か
ら
の
村
長
及
び
副
村

長
、
教
育
長
の
給
与
月
額
、
議
会
議
員

の
報
酬
月
額
に
つ
い
て
は
、
条
例
の
特

例
で
規
定
す
る
削
減
措
置
を
撤
廃
す
る

と
共
に
、
現
行
の
条
例
額
を
引
き
下
げ

新
た
に
条
例
で
規
定
す
る
額
を
定
め
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

村
長
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
削
減
額

を
据
え
置
き
新
た
な
条
例
額
に
、副
村
長
、

教
育
長
に
つ
い
て
は
、
約
１
％
緩
和
後

の
額
を
条
例
額
に
置
き
換
え
、
議
会
議

員
に
つ
い
て
は
、
約
１
％
緩
和
し
現
行

の
条
例
額
に
戻
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

１
月
30
日
㈫
に
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
が
行
わ
れ
、
２
月
15
日
㈭
に
、
村
長

に
対
し
「
こ
こ
数
年
、
借
金
返
済
の
重

さ
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率
の
改
善
に

よ
る
財
政
の
健
全
化
や
、社
会
経
済
情
勢
、

ま
た
近
隣
町
村
と
の
均
衡
を
鑑
み
る
中

で
、
新
た
な
条
例
額
に
す
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
。」
と
の
答
申
が
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
答
申
結
果
を
尊
重
し
、
議
会
の

慎
重
審
議
の
結
果
、
次
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

村
民
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

村特別職給料及び村議会議員報酬

○村三役特別職給料月額
村長600,000円（前年度比増減なし）
副村長520,000円（前年度比2,000円増）
教育長460,000円（前年度比3,000円増）
○村議会議員報酬月額
議　長：231,000円（前年度比3,000円増）
副議長：159,000円
常任委員長：149,000円
議　員：140,000円
（副議長以下、前年度比2,000円増）

村
特
別
職
給
料
月
額
及
び
村
議
会
議
員
報
酬
月
額
に
つ
い
て

　前年度より試験運行していた平岡駅か
ら平岡郵便局までの区間について、住民
の皆様からの意見等を踏まえ、平成30年
４月１日㈰から正式運行することとなり
ました。上記の区間は、一律20円（中学
生以下及び70歳以上の方は10円）でご利用いただけます。
　なお、おきよめの湯をご利用いただいた場合、片道分の運賃
は無料となります。村営バスは地域の足として、正月を除き毎
日運行しております。この機会にぜひ村営バスをご利用くださ
い。

平岡郵便局

平　岡　本　町

（村営バス神原線）

【神原方面】

（路線バス・乗合タクシー平岡線）
【和田方面】

診療所前

長野町（仲間接骨院前）

平　　　岡　　　駅

村
営
バ
ス
が

平
岡
郵
便
局
ま
で

正
式
運
行
し
ま
す
!!

延
長
区
間
の
停
留
所

○
今
村
久
雄
議
員

一
、
農
林
業
公
社
に
つ
い
て

二
、
村
民
に
よ
る
村
民
の
た
め
の

葬
儀
場
の
必
要
性
を
問
う

○
村
松
克
一
議
員

一
、
定
住
促
進
住
宅
に
つ
い
て

二
、
村
内
空
き
３
施
設（
旧
福
島

小
･
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス
お
き

よ
め
・
旧
阿
南
部
品
）に
つ
い
て

三
、
連
携
に
つ
い
て

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
、
天
龍
村
の
教
育
に
つ
い
て

二
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
集
落

支
援
員
に
つ
い
て

お問合せ先： 総務課 企画財政係☎32－2001

～税金は　輝く未来を　つくるため～ ～ 消費税　納めて自分の　未来のために ～

昨
年
の
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
「
買
物
弱
者
対
策
検
討
委

員
会
」
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
検

討
経
過
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

昨
年
度
は
会
議
を
４
回
開
催
、

３
箇
所
の
買
物
弱
者
対
策
事
例
を

視
察
し
、
村
の
実
情
に
合
っ
た
買

物
弱
者
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
ま
し
た
。

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
今
後
、

自
分
の
力
で
買
物
に
行
く
こ
と
が

難
し
く
な
る
方
が
増
え
て
い
く
こ

と
、
村
内
で
移
動
販
売
を
行
っ
て

い
た
事
業
者
が
１
社
撤
退
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
村
で
安
心
し
て
買

物
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
村
内
の
ど
の
地
域
で
も
食

品
や
日
用
雑
貨
な
ど
を
届
け
ら
れ

る
よ
う
、
移
動
販
売
を
し
っ
か
り

と
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
拠
点
と

な
る
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
開
設
を
検

討
し
て
い
ま
す
が
、
で
き
る
限
り

自
助
努
力
で
お
店
を
運
営
で
き
る

よ
う
、
今
年
度
は
場
所
、
運
営
の

形
態
や
方
法
、
責
任
者
な
ど
を
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
後
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
も
ご

意
見
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

買
物
弱
者
対
策
検
討
委
員
会

村
長
の
諮
問
に
よ
り
山
村
留
学

制
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
、

山
村
留
学
制
度
検
討
委
員
会
（
委

員
長
板
倉
恒
夫
氏
）
か
ら
３
月
26

日
㈪
に
村
長
に
答
申
が
行
わ
れ
、

板
倉
委
員
長
、
盛
正
賢
副
委
員
長

よ
り
永
嶺
村
長
へ
答
申
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

答
申
で
は
、
家
族
で
の
移
住
に

よ
る
制
度
の
導
入
や
、
学
校
教
育

の
充
実
と
情
報
発
信
、
住
宅
の
整

備
、
親
の
就
職
支
援
、
子
育
て
支

援
の
充
実
の
５
項
目
を
提
言
し
ま

し
た
。

検
討
す
る
に
あ
た
り
、
昨
年
11

月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
村
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
協
力

を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

村
で
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
、

今
後
制
度
に
つ
い
て
具
体
的
に
検

討
を
行
う
予
定
で
す
。

山
村
留
学
制
度
に
つ
い
て

　
　
　
　
　村
長
へ
答
申板倉委員長、盛副委員長より

村長へ答申書が手渡されました

な
ん
で
も
館

　
　
常
設
展
示
室

整
備
事
業
検
討

　
委
員
会『
報
告
』

今
年
度
発
足
し
た
な
ん
で
も
館

常
設
展
示
室
検
討
委
員
会
は
、
本

村
の
貴
重
な
文
化
・
歴
史
等
を
振

り
返
り
、
後
世
へ
継
承
し
て
い
く

た
め
に
、
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ん
で

も
館
2
階
の
展
示
室
を
常
設
展
示

室
へ
整
備
す
る
た
め
に
必
要
な
検

討
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

委
員
長
に
鎌
倉
貞
男
氏
、
副
委

員
長
に
村
松
小
司
郎
氏
を
選
任
し

て
、
常
設
展
示
室
の
展
示
内
容
や

課
題
な
ど
を
観
光
面
や
他
の
市
町

村
の
既
設
展
示
場
の
状
況
も
踏
ま

え
て
、
一
定
の
方
向
性
を
答
申
す

る
た
め
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
5
回
の
検
討
委
員
会

を
開
催
し
て
協
議
内
容
を
ま
と

め
、
昨
年
の
12
月
28
日
㈭
、
鎌
倉

委
員
長
よ
り
村
長
へ
委
員
会
の
答

申
を
提
出
し
ま
し
た
。

答
申
の
内
容
は
、

①
歴
史
資
料
館
的
内
容

②
民
族
資
料
館
的
内
容

③
美
術
館
的
内
容

の
展
示
の
三
本
の
柱
を
主
に
整
備

し
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
も
の
で

し
た
。

今
後
は
こ
の
答
申
を
基
に
、
さ

ら
な
る
専
門
委
員
会
や
研
究
委
員

会
に
は
か
り
な
が
ら
、
常
設
化
に

向
け
て
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。今

後
と
も
、
村
の
歴
史
・
文
化

の
継
承
に
向
け
た
取
組
み
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

近
年
の
全
国
的
な
人
口
減
少
や

住
宅
・
建
築
物
の
老
朽
化
、
社
会

的
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
伴
い
、
居
住

そ
の
他
の
建
築
物
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家

に
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
適
切

な
管
理
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
状
態
の
空
き
家
も
、

増
加
傾
向
に
あ
り
、
防
災
・
防
犯
・

景
観
保
全
等
の
面
で
住
民
生
活
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

天
龍
村
で
も
増
加
の
一
途
を
た

ど
る
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
早

急
な
解
決
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る

中
で
、
昨
年
８
月
に
天
龍
村
空
家

等
対
策
協
議
会
を
発
足
し
、
村
内

に
あ
る
空
き
家
の
対
策
に
向
け
た

協
議
を
始
め
ま
し
た
。
昨
年
度
に

つ
い
て
は
、
天
龍
村
の
空
き
家
対

策
の
指
針
と
な
る
天
龍
村
空
家
等

対
策
計
画
の
策
定
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

３
月
に
策
定
し
ま
し
た
対
策
計

画
を
基
に
、
村
内
に
あ
る
空
き
家

戸
数
や
、
居
住
そ
の
他
の
使
用
が

な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
常
態
化

し
て
い
る
住
宅
の
把
握
及
び
、
建

築
物
の
危
険
度
の
判
定
を
協
議
会

が
主
体
と
な
っ
て
進
め
、
危
険
度

の
判
定
結
果
に
よ
っ
て
は
所
有
者

に
対
し
て
、
適
切
な
管
理
が
行
わ

れ
る
よ
う
指
導
・
助
言
を
行
い
、

空
き
家
が
適
正
に
管
理
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

天
龍
村
空
家
等

対
策
協
議
会



　
内
容
は
、
平
成
30
年
度
の
議
会

事
業
計
画
を
定
め
た
も
の
で
す
。

○
主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止
に
際

し
、
公
共
財
と
し
て
の
日
本
の

種
子
を
保
全
す
る
新
た
な
法
整

備
と
積
極
的
な
施
策
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
書

　
審
議
の
結
果
、
可
決
さ
れ
、
関

係
大
臣
及
び
議
長
へ
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）（
専
決

第
15
号
）

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
営
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

（
専
決
第
16
号
）

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
営
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
営
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
一
般
会
計

予
算

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
国
民
健
康

広 報　天　　龍（２）平成30年４月25日（21）広 報　天　　龍 平成30年４月25日

「
承
認
さ
れ
た
案
件
」

「
承
認
さ
れ
た
案
件
」

「
同
意
さ
れ
た
案
件
」

「
同
意
さ
れ
た
案
件
」

「
可
決
さ
れ
た
案
件
」

「
可
決
さ
れ
た
案
件
」

第❶回
議会だより

定
例
議
会

定
例
議
会

「
一
　般
　質
　問
」

「
一
　般
　質
　問
」

「
請 

　
　願 

」

「
請

　
　

 

願 

」

「
予

　
　

 

算 

」

「
予

　
　

 

算 

」

　
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
８
日

㈭
に
開
会
し
、
20
日
㈫
ま
で
の
13

日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
左
記
の

議
案
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
長
及
び
副
村
長
の
給
料

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
（
専
決
第
14
号
）

　
内
容
は
、
福
祉
医
療
に
対
す
る

職
員
の
不
適
切
な
事
務
処
理
が
発

覚
し
、
障
害
者
医
療
費
の
未
支
給

が
、
本
年
度
に
明
ら
か
と
な
っ
た

た
め
、
監
督
責
任
と
し
て
、
村
長

及
び
副
村
長
の
１
月
分
の
給
料
を

10
％
減
額
す
る
条
例
の
制
定
で
す
。

○
天
龍
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
（
３

名
・
任
期
３
年
）
の
内
、
平
成
30

年
３
月
31
日
に
任
期
満
了
と
な
る

伊
藤
文
博
氏
（
大
河
内
区
）
に
つ

い
て
、
再
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

○
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
村
長
、
副
村
長
及
び

教
育
長
の
給
料
月
額
に
つ
い
て
、

現
行
の
条
例
額
を
引
き
下
げ
、
本

則
の
条
例
と
し
て
改
正
し
た
も
の

で
す
。

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
長
野
県
の
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
に
あ
わ
せ
、
教
育
委

員
な
ど
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
額

を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
使
用
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
福
島
教
員
住
宅
及
び

向
方
教
員
住
宅
の
各
一
戸
を
廃
止

す
る
こ
と
に
よ
り
、
条
文
か
ら
削

除
す
る
改
正
を
し
た
も
の
で
す
。

○
村
営
バ
ス
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
村
営
バ
ス
の
運
行
区

間
を
平
岡
郵
便
局
ま
で
延
長
す
る

こ
と
に
伴
い
、
必
要
な
条
文
を
改

正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
平
成
32
年
度
ま
で
の

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、
介
護
給

付
費
の
動
向
や
人
口
推
計
な
ど
を

基
に
算
出
し
、
必
要
な
条
文
の
改

正
を
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
法
律
の
改
正
に
準
じ
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
徴
収

に
つ
い
て
、
必
要
な
条
文
の
改
正

を
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
従
事
者
及
び
運
営
の

基
準
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
県
で
行
っ
て
い
た
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
の
指
定
事
務

が
村
に
移
管
さ
れ
る
た
め
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
の
従
事
者
や
運

営
基
準
な
ど
、
必
要
な
事
項
の
条

例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
ラ
ジ
オ
難
聴
対
策
整

備
事
業
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
事
業
な
ど
の
追
加
及
び
そ
の

他
事
業
の
内
容
変
更
を
し
た
も
の

で
す
。

○
向
方
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計

画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
村
道
笠
井
島
線
な
ど

の
改
良
・
舗
装
事
業
の
追
加
及
び

村
道
明
ヶ
島
線
な
ど
の
改
良
事
業

費
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
新
た
に
村
道
戸
口
集

会
所
線
と
、
村
道
原
権
現
堂
線
の

２
路
線
を
認
定
し
た
も
の
で
す
。

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
議
会
事
業

計
画
に
つ
い
て

保
険
特
別
会
計
予
算

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
営
水
道
特

別
会
計
予
算

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
営
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
特
別
会
計
予
算

○
大
平
正
長
議
員

一
、平
成
30
年
度
に
お
け
る
国
道
・

県
道
の
改
良
整
備
促
進
に
係
る

要
望
活
動
等
に
つ
い
て

二
、
村
道
峠
山
線
の
地
滑
り
箇
所

に
係
る
道
路
の
一
部
付
け
替
え

に
つ
い
て

三
、
農
林
業
公
社
の
営
業
体
制
を

強
化
す
る
た
め
の
職
員
派
遣
等

人
的
支
援
に
係
る
計
画
に
つ
い

て
四
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定
し
た

住
民
避
難
訓
練
の
実
施
計
画
等

に
つ
い
て

五
、
人
口
減
少
等
の
諸
課
題
に
対

応
す
る
た
め
の
各
種
検
討
委
員

会
に
お
け
る
平
成
29
年
度
の
協

議
等
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
取

り
組
み
方
に
つ
い
て

○
後
藤
知
久
議
員

一
、
農
林
業
を
含
め
た
産
業
の
振

興
に
つ
い
て

二
、
災
害
発
生
時
に
計
画
さ
れ
て

い
る
指
定
避
難
場
所
に
つ
い
て

～支えよう　皆の生活　税金で～

市
町
村
森
林
整
備
計
画
と
は
、

県
が
定
め
る
「
地
域
森
林
計
画
」

の
対
象
と
な
る
民
有
林
が
所
在
す

る
市
町
村
が
、
５
年
ご
と
に
作
成

す
る
10
年
を
一
期
と
す
る
計
画
で

あ
り
、
地
域
に
お
け
る
森
林
・
林

業
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
森
林
整
備

の
基
本
的
な
考
え
方
や
、
適
切
な

森
林
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
林

業
施
行
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る

も
の
で
す
。

計
画
期
間

【
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
40
年
３
月
31
ま
で
の

10
年
間
】

前
期
計
画
（
平
成
20
年
〜
30
年
）

と
の
主
な
変
更
点

○
公
益
的
機
能
別
施
行
森
林
の
区

域
に
お
け
る
施
行
方
法
に
つ
い
て
、

今
年
度
に
モ
デ
ル
事
業
を
導
入

し
、長
期
計
画
で
更
新
伐
採
を
行

う
森
林
を
、森
林
水
源
涵
養
か
ら

木
材
生
産
へ
差
し
替
え
ま
し
た
。

○
そ
の
他
森
林
の
整
備
に
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
、
全
て
の
村
有
林

が
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
森
林
認
証
を
取
得

し
た
こ
と
の
記
述
と
、Ｃ
Ｏ
Ｃ
認

証
を
取
得
し
て
い
る
地
域
の
森

林
組
合
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
の

記
述
を
追
加
し
ま
し
た
。

天
龍
村
森
林
整
備

計
画
を
新
た
に
策
定

平
成
29
年
度
南
信
州

元
気
な
森
林
づ
く
り
賞
受
賞

森
林
林
業
の
部

下
伊
那
山
林
協
会
長
賞

遠
山
　
善
治
さ
ん

飯
伊
連
合
猟
友
会
長
賞

天
龍
小
学
校
み
ど
り
の
少
年
団

２
月
23
日
㈮
に
飯
田
合
同
庁
舎

で
授
賞
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
社
会
全
体
の
共
通
財

産
で
あ
る
森
林
を
健
全
な
形
で
次

の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を

目
指
し
、
そ
の
振
興
に
貢
献
の
あ
っ

た
者
に
受
賞
さ
れ
る
賞
で
す
。

天
龍
村
公
共
施
設
等
の

あ
り
方
検
討
委
員
会

　
　
　
　
　
　「
報
告
」

天
龍
村
地
域

　
　
ケ
ア
会
議

長
い
歴
史
の
あ
る
遊
休
施
設
の

利
活
用
、
既
存
施
設
の
統
廃
合
、

土
地
の
賃
貸
借
契
約
の
状
況
に
つ

い
て
、
見
直
し
を
含
め
公
共
施
設

等
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
庁
内
組

織
と
し
て
、
昨
年
末
に
天
龍
村
公

共
施
設
等
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
に
委
員
会
を
２
回
開

催
、
和
知
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
旧
阿

南
部
品
工
場
、
旧
福
島
小
学
校
、

栄
町
公
共
用
地
に
つ
い
て
検
討
中

で
す
。

検
討
課
題
と
し
て
、
河
川
法
、

耐
震
対
策
、
費
用
対
効
果
等
々
が

あ
り
ま
す
が
、
一
定
の
方
向
性
を

委
員
会
で
ま
と
め
て
、
順
次
、
村

長
へ
報
告
す
る
予
定
で
す
。

今
後
見
込
ま
れ
る
高
齢
者
の
増

加
に
関
し
て
、
介
護
予
防
や
生
き

が
い
支
援
活
動
の
検
討
や
、
認
知

症
対
策
や
在
宅
で
の
介
護
・
医
療

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
体
制
づ

く
り
、
施
設
や
在
宅
に
お
け
る

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
と
充
実
を
図

る
な
ど
、
高
齢
者
生
活
の
包
括
的

支
援
を
検
討
す
る
た
め
の
会
議
を

昨
年
４
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

組
織
構
成
は
、
村
、
診
療
所
、

訪
問
看
護
・
介
護
、
老
人
ホ
ー
ム
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
事
業
者
、
保
健

師
、
民
生
委
員
会
長
等
に
参
加
し

て
頂
き
、
５
部
門
に
分
け
て
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

「
在
宅
移
行
部
会
」
…
入
院
病
床

の
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の
地

域
内
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ

い
て

「
地
域
包
括
支
援
部
会
」
…
村
全

体
が
高
齢
者
の
支
援
に
参
加
す

る
地
域
形
成
に
向
け
た
活
動
を

進
め
る

「
介
護
予
防
部
会
」
…
高
齢
者
が

元
気
に
今
の
生
活
を
続
け
る
た

め
の
活
動
等
に
つ
い
て

「
施
設
サ
ー
ビ
ス
部
会
」
…
天
龍

村
内
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
、

新
規
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
、
人
材

確
保
等
の
対
応
に
つ
い
て

「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
部
会
」
…
天
龍

村
内
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
、

新
規
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
、
人
材

確
保
等
の
対
応
に
つ
い
て

天
龍
小
学
校
体
育
館
と

村
民
体
育
館
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
『
報
告
』

天
龍
小
学
校
体
育
館
と
村
民
体

育
館
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
は
、

平
成
28
年
８
月
２
日
㈫
に
第
１
回

目
が
行
わ
れ
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

社
会
教
育
委
員
会
等
の
各
団
体
に

意
見
を
聴
取
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
多
種
多
様
な
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら

を
ま
と
め
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た

た
め
、
児
童
生
徒
数
が
減
少
し
て

い
く
中
で
、
将
来
の
教
育
を
見
据

え
、「
体
育
館
の
あ
り
方
」「
方
向

性
」
の
教
育
委
員
会
と
し
て
の
素

案
を
作
成
し
ま
し
た
。

２
月
23
日
㈮
に
は
第
２
回
目
と

な
る
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
教

育
委
員
会
の
作
成
し
た
素
案
に
つ

い
て
、ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
委
員
の
皆
さ
ん
に
は

各
団
体
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
、

団
体
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め
て

教
育
委
員
会
へ
提
出
す
る
こ
と
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
意
見
を

基
に
さ
ら
な
る
検
討
を
行
い
、
７

月
末
ま
で
に
村
長
へ
報
告
書
を
提

出
す
る
こ
と
と
な
る
予
定
で
す
。

子
ど
も
達
や
地
域
に
と
っ
て
、

よ
り
よ
い
方
向
性
が
見
出
せ
る
よ

う
、
引
き
続
き
検
討
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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平
成
30
年
度
の
異
動
に
よ
り
、

次
の
先
生
方
が
村
内
の
小
中
学
校

に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
天
龍
小
学
校
〉

◇
宮
島
　
　
豊
（
校
長
）

◇
上
野
　
雄
登
（
５
年
担
任
）

◇
熊
谷
　
佳
織
（
養
護
）

〈
天
龍
中
学
校
〉

◇
宮
下
　
健
治
（
教
頭
）

◇
若
林
　
隆
俊
（
１
年
副
担
任
）

◇
滝
澤
　
千
晶
（
２
年
担
任
）

◇
池
田
　
志
織
（
２
年
副
担
任
）

◇
森
本
　
美
智
子
（
事
務
）

　
平
成
30
年
度
天
龍
村
消
防
団
役

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◇
団
　
長
　
　
　
　
中
島
　
俊
博

◇
副
団
長
　
　
　
　
大
平
　
崇
史

◇
本
部
長
兼
旗
手
　
山
崎
　
英
琢

◇
機
関
長
　
　
　
　
上
野
　
洋
平

◇
救
護
長
　
　
　
　
濱
島
　
徳
嗣

◇
喇
叭
長
　
　
　
　
渡
久
山
直
樹

◇
第
一
分
団
長
　
　
恩
澤
　
　
知

◇
副
分
団
長
　
　
　
宮
下
　
正
和

◇
　
〃
　
　
　
　
　
松
澤
　
一
生

◇
第
二
分
団
長
　
　
橋
爪
　
　
貴

◇
副
分
団
長
　
　
　
伊
藤
　
祐
介

◇
　
〃
　
　
　
　
　
関
浦
　
康
志

◇
女
性
班
長
　
　
　
花
輪
加
奈
子

◇
副
班
長
　
　
　
　
柿
下
　
麻
衣

◎
退
　
職

　
３
月
31
日
付
け
で
次
の
職
員
が

退
職
と
な
り
ま
し
た
。
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

◇
大
平
　
哲
士
（
会
計
管
理
者
）

※
敬
称
略

　
　
県
の
交
流
職

員
と
し
て
天
龍
村

に
参
り
ま
し
た
、

多
羅
澤
直
樹
と
申
し
ま
す
。

　
出
身
は
千
曲
市
で
、
南
信
で
働

く
の
は
初
め
て
の
経
験
と
な
り
ま

す
。

　
天
龍
村
に
初
め
て
来
て
感
じ
た

こ
と
は
、
自
然
豊
か
で
人
間
味
の

あ
る
暖
か
な
場
所
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
４
月
の
初
め
に
天
龍
村
へ

来
た
と
き
に
は
き
れ
い
な
桜
が
迎

え
て
く
れ
、
村
の
中
を
歩
い
て
い

る
と
、
す
れ
違
う
方
が
挨
拶
を
し

て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
素
敵
な
場

所
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
役
場
で
は
、
天
龍
村
で
抱
え
て

い
る
課
題
に
対
し
、
村
の
皆
様
と

一
丸
と
な
っ
て
解
決
に
向
け
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
人
事
異
動
）

（
人
事
異
動
）

お
世
話
に
な
り
ま
す

多
羅
澤
直
樹

平
成
30
年
度

交
流
職
員
あ
い
さ
つ

みんな、
　元気に
遊ぼうね!

県が長期的な視野をもって、おもてなしの向上に真摯に取り組む企業・団体、個人を表彰する第５回「信州おも
てなし大賞」に本校の特色ある活動である「梅花PROJECT」が大賞に次ぐ特別奨励賞に選ばれ、３月20日㈫に長
野市で開かれた表彰式に全校生徒で出席しました。

梅花PROJECTリーダーを務めた３年生の後藤信之介君が代表で賞状と楯を受け取り、式後には阿部知事や他
の受賞団体の方々と記念撮影を行いました。県知事から声をかけられ、緊張気味の生徒も見られました。受賞の
様子が当日テレビニュースで放映され、村民や村外の方からお祝いの言葉が学校に寄せられました。『平成22年
度から始まって８年目の活動ですが、先輩たちの取り組みや功績なくして今回の受賞はありえません。賞状や盾
を広く村民の皆様にもご覧いただきたいと思います。今回の受賞をしっかり受け止め、誇りを持って継続してい
きたいです。』 （学校長）

ハンガー
プロジェクト

県知事へ　
　プレゼン

県知事表彰特別奨励賞受賞

第５回信州
おもてなし

大賞

３月23日㈮、天龍中学校２年生５名が立ち上げた企画「手作りハンガーを世界のアスリートに届けよう」の実
現に向け県庁を訪れ県知事に協力をお願いしました。

５名は、持参したハンガーを知事や原山教育長へプレゼントした後、この企画は東京五輪・パラリンピックの
関連施設に天龍村の木材が使われることをきっかけとして、自分たちが住む天龍村をもっとたくさんの人に
知ってもらいたいという思いを伝えました。『みなさんの思いが実現できるよう、いろいろなところにお願いを
していきたいと思います。自分たちの暮らしている天龍村のために、それぞれみんなのできることを、できると
ころで、しっかりやってもらいたいです。』と阿部知事からお話いただきました。

　４月４日㈬、新しいお友達３名を迎え、全園児17名で元気よく新年度がスタートしました。よく食べ、よく寝て、
よく遊び心も身体も大きくなります。村民の皆様には昨年度同様お世話になりますが、よろしくお願いします。

４月５日㈭、天龍小学校および中学校の入学式が行われました。本年度、小学校は男子１名、女子３名の計４名
が入学しました。新一年生は名前を呼ばれると、皆大きな声で元気よく「はい！」と返事をして、小学生として
の第一歩を踏み出しました。中学校は男子３名、女子３名の計６名が入学しました。小学校で培った自信を胸に
一人ひとり力強く抱負を述べました。
　また今年度から、村では天龍小学校・中学校へ入学した児童生徒の健やかな育成と明るい家庭づくり支援を目
的に入学祝い金支給事業として、村内の事業所・商店で使用できる商品券を贈呈しました。本年度も子ども達の
健やかな成長を願うとともに、今後とも、村の教育行政への変わらぬご理解・ご協力をよろしくお願いします。




